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第１７章 

カリに対する処罰と報い 

 
第１節第１節第１節第１節    

 
SaUTa ovac 

Ta}a  GaaeiMaQauNa&  raJaa hNYaMaaNaMaNaaQavTa( ) 
d<@hSTa& c v*zl&/ dd*Xae Na*Pal/aH^NaMa( )) 1 )) 

 
süta uväca 

tatra go-mithunaà räjä 

hanyamänam anäthavat 

daëòa-hastaà ca våñalaà 

dadåçe nåpa-läïchanam 
 
 sütaù uväca—シュリー・スータ・ゴースヴァーミーが言った; tatra—そこで; go-mithunam—雌

牛と雄牛; räjä—王; hanyamänam—叩かれて; anätha-vat—彼らの主人を失ったかのように; 

daëòa-hastam—手に棍棒を持ち; ca—もまた; våñalam—下等な階級のシュードラ; dadåçe—見た; 

nåpa—王; läïchanam—〜のように服を着て。 
 
 スータ・ゴースヴァーミーが言った。「マハーラージャ・パリークシットは、その場所に到

着したあと、あたかも王であるかのような衣服をまとった下等階級のシュードラが、棒を手に、

飼い主を失ってしまったように見える雌牛と雄牛を殴りつけているのを見た」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
 カリ時代のもっとも顕著な兆しは、低い階級のシュードラ、すなわちブラーフマナ文化もな

く、精神的入門も受けていない者たちが政治的指導者か国王のようなかっこうをし、そのよう

な非クシャトリヤ指導者がなにも悪いことをしていない動物たち、とくに雌牛や雄牛を殺す状

況が蔓延していることにあります。雄牛と雌牛が、ほんとうのヴァイシャ、商業者階級に守ら

れなくなってしまうのです。『バガヴァッド・ギーター』（第18章・第44節）では、ヴァイシ

ャは農業と牛の保護、そして商取引にかかわるもの、と定義されています。カリ時代では、堕
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落しきったヴァイシャ・商人が牛を屠殺場に送る仕事にかかわっています。本来クシャトリヤ

は国内の市⺠を守り、ヴァイシャは雌牛と雄牛を守って穀物と牛乳の生産に活用する本務があ

ります。雌牛は牛乳を、雄牛は穀物を生産するためにいます。しかしカリ時代では、シュード

ラ階級たちが指導者の地位におさまり、ヴァイシャに守られていない雌牛と雄牛、すなわち⺟

親と父親は、シュードラの政治家たちが管理する屠殺場に送られているのです。 

 

第第第第２２２２節節節節    
    

v*z& Ma*<aal/Davl&/ MaehNTaiMav ib>YaTaMa( ) 
vePaMaaNa&  PadEke-Na SaqdNTa& éUd]Taai@TaMa( )) 2 )) 

    

våñaà måëäla-dhavalaà 

mehantam iva bibhyatam 

vepamänaà padaikena 

sédantaà çüdra-täòitam 
 
 våñam—その雄牛; måëäla-dhavalam—白い蓮華の花のように純白の; mehantam—失禁してい

る; iva—〜かのように; bibhyatam—あまりにも恐れて; vepamänam—震えている; padä ekena—

１本の足だけで立っている; sédantam—恐れて; çüdra-täòitam—シュードラに叩かれている。 
 
 その雄牛は、白い蓮華の花のように純白の体をしていた。自分を叩いているそのシュードラ

に恐怖を感じ、あまりの恐ろしさに、１本足で立ちつくし、震えながら失禁していた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
 カリ時代の次の兆候は、一点の穢れのない、純白の蓮華の花のような宗教原則が、非文化的

なシュードラの現代人に攻撃されることです。かれらはブラーフマナやクシャトリヤの先祖を

持つ子孫かもしれませんが、充分な教育を受けておらず、またヴェーダの知恵を授かっていな

いためにシュードラのようになって宗教原則を無視し、やがて宗教心篤い人々はそのような人

間たちに怖がらせられるようになります。かれらは宗教原則をいっさい拒絶することをおおっ

ぴらに宣言し、宗教という純粋無垢な雄牛を殺すためだけに、多くの「〜イズム」や新興宗教

が雨後の竹の子のように乱立します。国は、特定の宗教原則にかかわらない非宗教国家を謳い、

その結果、世の中は宗教原則にはまったく無関心になります。市⺠たちは、サードゥ、シャー

ストラ、グルにはなんの敬意も払わず、好き勝手にふるまうようになります。雄牛が１本足で
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立っているという様子は、宗教原則がしだいに減少していくことを物語っています。宗教原則

がわずかでも残っているとしても、多くの障害のためにその原則は混乱していきます。怯えて

震える者がいつなんどきでも倒れてしまう可能性があるように。 

 

第第第第３３３３節節節節    
    

Gaa& c DaMaRdugaa& dqNaa& >a*Xa& éUd]PadahTaaMa( ) 
ivvTSaaMaaé[uvdNaa&  +aaMaa& YavSaiMaC^TaqMa( )) 3 )) 

 
gäà ca dharma-dughäà dénäà 

bhåçaà çüdra-padähatäm 

vivatsäm äçru-vadanäà 

kñämäà yavasam icchatém 

 gäm—雌牛; ca—もまた; dharma-dughäm—彼女から宗教原則を取りだすことができるので有

益である; dénäm—哀れな境遇に置かれている; bhåçam—苦しんで; çüdra—下等なカースト; 

pada-ähatäm—足を叩かれて; vivatsäm—仔牛を持っていない; äçru-vadanäm—目に涙を浮かべ

ている; kñämäm—非常に弱々しい; yavasam—草; icchatém—草を食べたがっているかのように。 
    

 雌牛から宗教原則を引きだすことができるため、雌牛は有益な動物であるが、いまでは仔牛

さえいない哀れな境遇に置かれている。その足はシュードラに叩かれつづけている。目からは

涙が流れ、苦しみ、力なく立っている。そして野に芽吹く草を求めていた。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 カリ時代に現われる次の兆候は雌牛の苦しみです。牛乳を搾る、とは宗教原則を液体の形で

引きだすことを表わしています。かつては牛乳だけで生きている偉大なリシやムニたちがいま

した。シュリーラ・シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーは、世帯者が牛乳を搾っているときに

家を訪ね、少しだけもらうのを常としていました。50年前でさえ、世帯者たちはサードゥたち

に１リットルでも２リットルでも、まるで水でもあげるように牛乳を差しだしていました。サ

ナータニスト（ヴェーダ原則の従者）には、世帯生活の必需品として雌牛と雄牛は必ず所有し

ていましたし、牛乳は飲むだけではなく、宗教原則を得るという意味も含まれていました。サ

ナータニストは宗教原則にもとづいて雌牛を崇拝し、ブラーフマナを尊ぶものです。牛乳は儀

式の火のために必要で、儀式をすることで世帯者は幸せになることができます。仔牛は見目に
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美しいばかりではなく、⺟牛に喜びをもたらし、満足した雌牛はたくさんの⺟乳を出します。

しかしカリ・ユガになると、『シュリーマド・バーガヴァタム』には記述されていない目的で

仔牛は⺟牛から引きはなされます。雌牛は目に涙を浮かべながら立ちつくし、シュードラの乳

搾りが不自然な方法でミルクを絞りだし、もう絞れなくなると屠殺場に送ります。このような

ひどい罪な行為の代償として、現代社会にあるあらゆる困難が充満しているのです。人々は、

経済発展という名前のもとでいったい自分たちがなにをしているのかまったく知りません。カ

リの影響は人々を無知の暗闇に閉じこめつづけます。平和と繁栄を求めてどれほど努力するか

わりに、雌牛や雄牛たちがあらゆる面で幸せに生きられるよう、見守ってあげなくてはならな

いのです。愚かな人々は、雌牛と雄牛を幸せにしさえすれば自分たちも幸せになることを知り

ませんが、それは自然の法則に定められた明白な事実なのです。その原則を『シュリーマド・

バーガヴァタム』の権威にもとづいて、人類すべての幸せのために受けいれようではありませ

んか。 

 

第第第第４４４４節節節節    
    

PaPa[C^  rQaMaaæ!" k-aTaRSvrPairC^dMa( ) 
MaegaGaM>aqrYaa vaca SaMaaraeiPaTak-aMauRk-" )) 4 )) 

    

papraccha ratham ärüòhaù 

kärtasvara-paricchadam 

megha-gambhérayä väcä 

samäropita-kärmukaù 
    

 papraccha— 武 装 し て ; ratham— 馬 車 ; ärüòhaù— 〜 に 座 っ て い る ; kärtasvara— ⻩ ⾦ ; 

paricchadam—〜で彫刻された; megha—雲; gambhérayä—解放している; väcä—音; samäropita—

充分に装備して; kärmukaù—矢と弓。 
    

 弓と矢で完全武装し、⻩⾦の彫刻をほどこした馬車に座したマハーラージャ・パリークシッ

トは、その男（シュードラ）に、雷鳴がとどろくような重厚な声で語りかけた。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 行政指導者あるいはマハーラージャ・パリークシットのような国王は、威厳に満ちた権威を

そなえ、無法者を処罰するために完全武装し、カリ時代の手先に戦いを挑むことができます。
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そうであってこそ、堕落した時代に対抗できるのです。しかし、それほどのたくましい指導者

がいないために、平和の望みを打ち砕く混乱がいつも蔓延しています。選ばれただけ、という

見せかけの政治家は、堕落した大衆の代表者としては、マハーラージャ・パリークシットのよ

うな屈強な国王とは比べものにもなりません。大切なことは国王としての衣服でも雰囲気でも

ありません。行動こそがその地位を決定するのです。 

 

第第第第５５５５節節節節    
    

k-STv& MaC^r<ae l/aeke- bl/aÖ&SYabl/aNa( bl/I ) 
Nardevae_iSa    veze<a    Na$=vTk-MaR<aaiÜJa" )) 5 )) 

    

kas tvaà mac-charaëe loke 

baläd dhaàsy abalän balé 

nara-devo 'si veñeëa 

naöavat karmaëädvijaù 
    

 kaù—何者か; tvam—あなた; mat—私の; çaraëe—保護下; loke—この世界で; balät—力づくで; 

haàsi—殺している; abalän—無力な者達; balé—力強く見えても; nara-devaù—人間の神; asi—〜

に見える; veñeëa—あなたの衣服から; naöa-vat—芝居を演じる者のように; karmaëä—行為によ

って; advi-jaù—文化においては再誕者ではない。 
    

 おまえは何者だ。強そうには見えるが、私に守られているこの地で無力な者を殺そうとして

いる！ おまえの出で立ちは聖者か国王に見える、しかし、していることは再誕のクシャトリ

ヤの原則に反しているではないか。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 ブラーフマナ、クシャトリヤ、ヴァイシャは再誕者と呼ばれます。両親の結合による１回目

の誕生を経たあと、高尚な人間階級になるために、本物のアーチャーリャ・精神指導者から精

神的入門を受けることで、文化的な若返りをとおして新しい誕生を授かるからです。ですから

クシャトリヤは、ブラーフマナと同じ再誕者であり、その義務は無力な人々を守ることにあり

ます。クシャトリヤの王は神の代表者であり、無力な者を守り、邪悪な者を懲罰します。統治

者によるこの役目執行に異常がきたすときは、神聖な王国の原則を再確立させるために必ず主

が降誕します。カリ時代では、哀れで無力な動物たち、とくに乳牛たちは行政指導者による完
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全な保護を受けなくてはならないのに、無制限に殺されています。ならば、指導者たちの目の

まえでそのようなことが起こっているのであれば、名ばかりの神の代表者というほかはありま

せん。無力な市⺠を守るべきはずなのに服装や名前だけで力を誇⽰している指導者や統治者は、

じっさいはなんの価値もない人間であり、再誕者としての文化的美質のない下等な人間です。

下等な１回の誕生者（精神的な文化のない者）は、正しく平等な対応はできません。そのため

にカリ時代では、悪政のためにだれもが不幸な境遇に置かれているのです。現代社会は精神的

文化に支えられた再誕者の世界ではありません。ですから、人々が作りだした、すなわち再誕

ではない人々が作った政府は、万⺠を不幸におとしいれるカリの政府なのです。 

 

第第第第６６６６節節節節    
    

YaSTv&  k*-Z<ae  GaTae  dUr& SahGaa<@qvDaNvNaa ) 
XaaeCYaae_SYaXaaeCYaaNa( rhiSa Pa[hrNa( vDaMahRiSa )) 6 )) 

    

yas tvaà kåñëe gate düraà 

saha-gäëòéva-dhanvanä 

çocyo 'sy açocyän rahasi 

praharan vadham arhasi 
    

 yaù—〜のため ; tvam—極悪人のおまえ ; kåñëe—主クリシュナ ; gate—行ってしまった ; 

düram— 視界 か ら去 った ; saha— 〜 と 共に ; gäëòéva— ガ ー ンディ ー ヴァ と いう名 の弓 ; 

dhanvanä—運ぶ者、アルジュナ; çocyaù—犯罪者; asi—お前は〜と考えられる; açocyän—純真無

垢な; rahasi—誰もいない場所で; praharan—叩いている; vadham—殺されること; arhasi—〜に

値する。 
    

 この極悪人め。純真無垢な乳牛を叩くとはなにごとだ。主クリシュナが、そしてガーンディ

ーヴァの弓を持つアルジュナがいなくなったゆえの悪業か。だれもいないこの場所で純真無垢

な者を殴打しているおまえは罪人であり、死ぬに値する。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 神がことごとく無視され、アルジュナのような献愛者の戦士がいない文化では、カリ時代の

片棒たちはこの無法の王国に乗じ、人目につかない屠殺場で乳牛のような無垢な動物を殺そう

とします。この動物の殺害者は、マハーラージャ・パリークシットのような敬虔な王の命令で
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死罪を受けるにふさわしい輩であり、敬虔な王は、人目につかないところで動物を殺すような

犯罪者は死刑をもって断罪するにふさわしい、と判断します。隠れた場所で無邪気な幼い子を

殺す殺人者と同じなのです。 

 

第第第第７７７７節節節節    
    

Tv& va Ma*<aal/Davl/" PaadENYaURNa" Pada crNa( ) 
v*zæPae<a ik&- k-iêd( devae Na" Pair%edYaNa( )) 7 )) 

    

tvaà vä måëäla-dhavalaù 

pädair nyünaù padä caran 

våña-rüpeëa kià kaçcid 

devo naù parikhedayan 
    

 tvam—あなた ; vä—どちらか ; måëäla-dhavalaù—蓮華のように白い ; pädaiù—３本足の ; 

nyünaù—奪われて; padä—１本足で; caran—動いている; våña—雄牛; rüpeëa—〜の姿で; kim—

〜かどうか; kaçcit—誰か; devaù—半神; naù—私達に; parikhedayan—悲しみをもたらしている。 
    

 次にかれ（マハーラージャ・パリークシット）は雄牛に語りかけた。「あなたはいったいだ

れなのでしょう。純白の蓮華のような肌をした雄牛か、それとも半神なのでしょうか。３本の

足を失い、いまは１本の足だけで立っておられる。あなたは雄牛の姿となって私たちを悲しみ

に落としいれようとしている半神なのでしょうか」 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 少なくともマハーラージャ・パリークシットの時代までは、雌牛と雄牛がこのような哀れな

境遇になることは想像さえできないことでした。だからこそパリークシット王は、このような

恐ろしい光景を見たことに衝撃を受けたのです。そして尋ねています、その雄牛はこれほど悲

惨な状態に置かれることで、雌牛と雄牛の未来の姿をほのめかしている半神ではないのか、と。 

 

第第第第８８８８節節節節    
    

Na   JaaTau   k-aErveNd]a<aa&  daedR<@PairriM>aTae ) 
>aUTale/_NauPaTaNTYaiSMaNa( ivNaa Tae Pa[ai<aNaa& éuc" )) 8 )) 
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na jätu kauravendräëäà 

dordaëòa-parirambhite 

bhü-tale 'nupatanty asmin 

vinä te präëinäà çucaù 
    

 na—〜ではない; jätu—いつでも; kaurava-indräëäm—クル王家の国王達の; dordaëòa—軍隊

の力で; parirambhite—〜に守られて; bhü-tale—地球の表面で; anupatanti—嘆いている; asmin—

今まで; vinä—〜を除いては; te—あなた; präëinäm—生命体の; çucaù—目に浮かぶ涙。 
    

 クル王家の国王たちの軍隊に巧みに守られたこの国で、あなたが涙に暮れて悲しんでいる様

子を見たのはこれが初めてです。これまで、地上のだれひとりとして、王に無視されて涙を流

した者はいなかったのです。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 人類と動物の命を守ることは、政府にとって最初の、なによりも大切な義務です。政府はこ

の原則をないがしろにしてはなりません。純粋な心の魂にとって、カリ時代の国が組織だてて

動物を殺害している様子は、ただただ恐ろしい光景なのです。マハーラージャ・パリークシッ

トは、雄牛が目に涙を浮かべている表情を見て悲しみ、そして自分の国でこのような前例のな

い事態が起こっていることに驚いています。人間も動物も、どちらの命も等しく守られていま

した。それが神の王国の決まりなのです。 

 

第第第第９９９９節節節節    
    

Maa SaaEr>aeYaa}a éucae VYaeTau Tae v*zl/ad( >aYaMa( ) 
Maa  raedqrMb >ad]& Tae %l/aNaa& MaiYa XaaSTair )) 9 )) 

    

mä saurabheyätra çuco 

vyetu te våñaläd bhayam 

mä rodér amba bhadraà te 

khalänäà mayi çästari 
    

 mä—〜しない; saurabheya—スラビの子よ; atra—私の王国で; çucaù—嘆き; vyetu—〜がある

ように; te—あなたの; våñalät—シュードラによって; bhayam—恐れの原因; mä—〜しない; 

rodéù—泣く; amba—⺟なる雌牛; bhadram—あらゆる幸; te—あなたに; khalänäm—嫉妬深い者
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の; mayi—私が生きている間; çästari—支配者あるいは征服者。 
    

 スラビの子よ。あなたはこれ以上嘆くことはありません。この下劣なシュードラを恐れるこ

ともないのです。⺟なる牛よ、私が嫉妬深い者たちすべての支配者、鎮圧者として君臨してい

るかぎり、あなたが泣く理由はどこにもありません。すべてはあなたの幸となるでしょう。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 雄牛、雌牛、他のいっさいの動物の保護は、マハーラージャ・パリークシットのような指導

者に治められた国で実現することです。マハーラージャ・パリークシットは雌牛に⺟親と呼び

かけました。優れた文化のもとで育ち、再誕者で、クシャトリヤの王だったからです。スラビ

は精神的惑星にいる乳牛の名前で、とくに主シュリー・クリシュナみずから育てています。人

間が至高主の姿に合わせて作られたように、乳牛は精神的王国にいるスラビ牛の姿に似せて作

られました。人間社会では人間があらゆる面で守られますが、奇跡の食べ物・牛乳を供給して

人間を守っているスラビの子孫を守る法律はありません。しかしマハーラージャ・パリークシ

ットとパーンダヴァ兄弟は、雌牛と雄牛の重要性を完璧に認識していたからこそ、牛を殺す者

には死罪を含むあらゆる刑をもって処罰するつもりでいました。ときどき牛を守る運動が始ま

ることがありますが、敬虔な指導者も適切な法律もないために雌牛も雄牛も守られていません。

人間社会は雌牛と雄牛の大切さを認識し、マハーラージャ・パリークシットの足跡に従ってこ

の大 切な動 物を全 面的に 守らな くては なりません。 牛とブ ラーフ マナ に優し い主は

（go-brähmaëa-hitäya ゴー・ブラーフマナ・ヒターヤ）、私たちが牛のブラーフマナを守る文化に

従えば、その行為を喜び、ほんとうの平和を私たちに授けてくださるのです。 

 

第第第第１０−１１１０−１１１０−１１１０−１１節節節節    
    

YaSYa raí¥e Pa[Jaa" SavaRñSYaNTae SaaDVYaSaaDaui>a" ) 
TaSYa  MataSYa  NaXYaiNTa  k-IiTaRraYau>aRGaae  GaiTa" )) 10 )) 
Wz   raja&   Parae  DaMaaeR  ùaTaaRNaaMaaiTaRiNaGa]h" ) 
ATa    WNa&    viDaZYaaiMa   >aUTad]uhMaSataMaMa( )) 11 )) 

    

yasya räñöre prajäù sarväs 

trasyante sädhvy asädhubhiù 

tasya mattasya naçyanti 

kértir äyur bhago gatiù 
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eña räjïäà paro dharmo 

hy ärtänäm ärti-nigrahaù 

ata enaà vadhiñyämi 

bhüta-druham asattamam 
    

 yasya—〜である者に; räñöre—その国で; prajäù—生命体; sarväù—だれもかれも; trasyante—怖

がら せられ て ; sädhvi—貞 節なる者よ ; asädhubhiù— 邪悪な人間によって ; tasya— 彼の ; 

mattasya—幻惑された者の ; naçyanti—消滅する; kértiù—名声; äyuù—寿命 ; bhagaù—幸運; 

gatiù—優れた再誕; eñaù—これらは〜である; räjïäm—王達の; paraù—より優れた; dharmaù—

職務; hi—確かに; ärtänäm—苦しむ者達の; ärti—苦しみ; nigrahaù—抑えている; ataù—ゆえに; 

enam—この男 ; vadhiñyämi— 私は殺すだろう ; bhüta-druham— 他の生命体達を嫌悪して ; 

asat-tamam—もっとも卑劣な者。 

 貞節なる方よ。国王の優れた名前、寿命、優れた再誕は、すべての生命体が、その国内に住

む極悪人たちに脅されるときに消滅します。苦悩する者たちの苦しみをまず鎮めることが、国

王の最初の義務であることにまちがいありません。ですから私は、ほかの生物に暴力をふるっ

ている最悪で卑劣なこの男を殺さなくてはなりません。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 町や村で野生動物が騒動を起こせば、警察や市⺠が動き、その動物を殺します。同じように、

泥棒、盗賊、殺人者のような極悪人が世にはびこれば、政府はすぐにかれらを殺して義務をま

っとうしなくてはなりません。同じ処罰は、動物を殺すたちにも科せられるべきです。国内の

動物たちもプラジャー（prajä）だからです。プラジャーとは、その国に誕生した者、という意

味で、それには人間も動物も含まれます。国内に誕生した生物にはすべて、国王に守られて生

きる権利があります。ジャングルに住む動物でも国王にとっては臣⺠であり、かれらも生きる

権利を持っています。雌牛も雄牛など言うまでもありません。 

 どのような生物だとしても、人がほかの生物を脅かすのは非道なことであり、国王はすぐに

そのような混乱の元凶を始末しなくてはなりません。野生動物が騒動を起こせば殺されるよう

に、ジャングルの動物や他の動物たちを不必要に殺したり怖がらせたりするのであれば、すぐ

に処罰されてしかるべきです。至高主の法律のもとで、すべての生命体はどのような姿であっ

ても主の子どもであり、自然の法則で命じられる以外、ほかの動物を殺す権利はだれにもあり

ません。⻁は自分が生きていくために弱い動物を殺すことはできますが、人間が同じ理由でほ

かの生物を殺すことは許されません。それが、ある生物はほかの生物を食べることで生き残る、
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という法則を作った神の法則です。ですから、菜食主義者でも、やはりほかの生物を食べて生

きている、ということになります。神の法則で定められているように、特定の種類の生物だけ

を食べて生きるべきだということです。『シュリー・イーシャ・ウパニシャッド』は、私たち

は、自分の勝手な意志ではなく主の指⽰に従って生きるべきである、と教えています。人間は

さまざまな穀物、くだもの、牛乳などで生きるよう神に定められており、動物性の食糧は、特

別の例外を除いて必要ありません。 

 惑わされた王や国の指導者は、偉大な哲学者や博識な学者として呼ばれても、国内に屠殺場

を作ることを許可します。苦しめられた哀れな動物が、そのような愚かな王や指導者の地獄へ

の道を確実なものにすることを知らずに。国の指導者は、人間でも動物でも、自分のプラジャ

ーたちの安全にいつも目をこらし、どんな場所でも、どのような動物でもほかの生物に脅かさ

れていないかどうか警戒していなくてはなりません。苦しめているのであれば、マハーラージ

ャ・パリークシットがしめしたように、すぐに捕らえて殺さなくてはなりません。 

 人⺠のための政府、あるいは人⺠による政府は、愚かな政治家たちの勝手な思いで無実の動

物を殺すことを許すべきではありません。啓⽰経典に書かれているように、神の法典を知るべ

きです。マハーラージャ・パリークシットは神の法典を引用し、無責任な王や国の指導者は、

名声、寿命、力、権力、そして最終的には死後の高尚な生涯と解放への発展を危険にさらして

いる、と言っています。このような愚かな者たちは来世があることさえ信じません。 

 この節について解説しているとき、ある有名な政治家が遺言を残して他界しましたが、その

内容は、マハーラージャ・パリークシットが引用した神の法典に関してなにも知らないことを

露呈しています。その文面を見れば、その政治家の無知がよくわかります。「私はそのような

儀式などまったく信じていないし、たとえ形式的にでもその儀式に従うのは偽善で、自分も人々

も欺く行為でしかない。私はそのような宗教的感情はない」 

 名の知れたこの現代政治家の言葉と、マハーラージャ・パリークシットの言葉には大きな違

いがあります。マハーラージャ・パリークシットは経典の法典に従う信心深い人物ですが、現

代政治家は、個人的な信念と感情で行動します。物質界では偉人でも、結局、条件づけられた

魂でしかありません。手も足も物質自然界というひもで縛られているのに、愚かで条件づけら

れた魂は、「自分は思いどおりに、自由に行動できる」と考えています。結論として、マハー

ラージャ・パリークシットの時代に生きていた人々はだれもが幸せで、動物は正しく守れてい

た、と言いきることができます。国の指導者はきまぐれではなかったし、神の法則を熟知して

いたからです。愚かで信念のない者たちは主の存在を無視し、価値ある人間生活を犠牲にしな

がら「私は宗教とは無関係である」と主張しています。人間生活はとくに神の科学を知るため
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にあります。ところが、とくにカリ時代では、愚かな人間たちは神を知ることや神の存在につ

いてはもちろん、宗教的信念をあからさまに否定しています。誕生、死、老年、病気によって、

いつでも神の法則に縛られているのに。 

 

第第第第１２１２１２１２節節節節    
    

k-ae_v*êTa(  Tav  Paada&ñqNa(  SaaEr>aeYa cTauZPad ) 
Maa >aUv&STvad*Xaa raí¥e raja& k*-Z<aaNauviTaRNaaMa( )) 12 )) 

    

ko 'våçcat tava pädäàs trén 

saurabheya catuñ-pada 

mä bhüvaàs tvädåçä räñöre 

räjïäà kåñëänuvartinäm 
    

 kaù— 彼は 誰 か ; avåçcat— 切 り 落と さ れ て ; tava— あ な た の ; pädän— 足 ; trén— ３ つ ; 

saurabheya—おお、スラビの子よ; catuù-pada—あなたは４本足である; mä—決して〜であるべ

きではない ; bhüvan—そのようになって ; tvädåçäù—あなた自身として ; räñöre—国内で ; 

räjïäm—王達の; kåñëa-anuvartinäm—クリシュナ、最高人格主神が定めた規則に従う者達。 
    

 かれ（マハーラージャ・パリークシット）は、雄牛になんども話しかけ、尋ねた。「スラビ

のご子息よ。だれがあなたの３本の足を切り落としたのでしょう。国王が最高人格主神クリシ

ュナが定めた法典に忠実に従っている国には、あなたほど不幸な方はいません」 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 国王あるいは国の指導者は、主クリシュナが定めた規則（『バガヴァッド・ギーター』と『シ

ュリーマド・バーガヴァタム』）を理解し、人生の使命をまっとうするために、物質世界にあ

る苦しみすべてに終止符を打つためにその教えどおりに行動しなくてはなりません。主クリシ

ュナの規則を知る人は、その終着点に難なく辿りつくことができます。『バガヴァッド・ギー

ター』の読者はその大意のなかに主神の規則を理解し、また『シュリーマド・バーガヴァタム』

にも同じ規則がさらに詳しく説明されています。 

 市⺠がクリシュナの教えに従っている国で、不幸な人は一人もいません。逆に、従っていな

いときの最初の兆候は、宗教の権化の３本足が切り落とされ、その結果として人々は苦しんで

います。クリシュナがみずから存在していたとき、だれもがクリシュナの規則に疑いもなく従
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っていましたが、主がいなくなったあと、その規則は、指導的立場にあっても盲目的状況に置

かれている人々を導くために、『シュリーマド・バーガヴァタム』のページのなかに網羅され

ています。 

 

第第第第１３１３１３１３節節節節    
    

Aa:Yaaih v*z >ad]& v" SaaDaUNaaMak*-TaaGaSaaMa( ) 
AaTMavEæPYak-TaaRr&   PaaQaaRNaa&  k-IiTaRdUz<aMa( )) 13 )) 

    

äkhyähi våña bhadraà vaù 

sädhünäm akåtägasäm 

ätma-vairüpya-kartäraà 

pärthänäà kérti-düñaëam 
    

 äkhyähi—教えてください; våña—雄牛よ; bhadram—良い; vaù—あなたにとって; sädhünäm—

正直な者の; akåta-ägasäm—非のない者達の; ätma-vairüpya—自己の醜悪化; kartäram—行動者; 

pärthänäm—プリターの息子達の; kérti-düñaëam—名声を脅かす。 
    

 雄牛よ。あなたに非はなく、すべてにおいて正直な方です。だからこそ私は、あなたのこの

上ない幸運を祈ります。どうか話していただきたい、あなたをこのように傷つけた者を、プリ

ターの子息たちの名声を脅かす者たちを。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 マハーラージャ・ラーマチャンドラが治めた時代の、そしてその足跡に従ったパーンダヴァ

兄弟たちのような王たちの名声は決して忘れ去られることはありません。その王国では、罪の

ない、そして正直な生命体たちは決して不幸にはならなかったからです。雄牛と雌牛の糞も尿

も人間社会の利益のために使われているのですから、かれらは罪なき生物の象徴と言えます。

マハーラージャ・パリークシットをはじめとするプリターの子息たちの子孫は、自分たちの名

声が失われることを恐れていましたが、現代の指導者たちは非のない動物たちを殺すことにな

んの恐怖も感じません。ここに、敬虔な王たちの統治と、神の規則を知らない無責任な国の筆

頭者が支配する現代国家の違いを見ることができます。 
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第第第第１４１４１４１４節節節節    
    

JaNae_NaaGaSYaga& YauÅNa( SavRTaae_SYa c MaÙYaMa( ) 
SaaDaUNaa&   >ad]Maev   SYaadSaaDaudMaNae   k*-Tae )) 14 )) 

    

jane 'nägasy aghaà yuïjan 

sarvato 'sya ca mad-bhayam 

sädhünäà bhadram eva syäd 

asädhu-damane kåte 
    

 jane—生命体達に ; anägasi—罪のない者達 ; agham—苦しみ ; yuïjan—適用することで ; 

sarvataù—どのような場所でも; asya—そのような冒涜者達の; ca—そして; mat-bhayam—私を

恐れる; sädhünäm—正直な人々の; bhadram—幸運; eva—確かに; syät—起こるだろう; asädhu—

不正直な極悪人; damane—抑圧されて; kåte—そのように為されて。 
    

 罪なき生物に苦しみを与える者はだれであろうと、世界のどこにいようと、私への恐れから

まぬがれることはできません。不正直な極悪人を鎮圧すれば、おのずと、罪なき者を助けるこ

とになるのです 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 不正直な極悪人は、弱腰で無能な指導者たちが原因で世にはびこるようになります。しかし、

国の筆頭者が国内のどこでも、その不正直な極悪人全員を鎮圧する強硬な姿勢を貫けば、かれ

らはのさばることができなくなります。極悪人が適切な見本として処罰されれば、自然に、す

ばらしい幸運も伴うものです。先に述べられたように、王や国の首脳陣が国内にいる平和で罪

のない市⺠たちを守ることこそ、かれらの最優先の義務です。主の献愛者は、本来心穏やかで

罪をおかしませんから、すべての人々を主の献愛者に変えることが国の義務と言えます。それ

が実現すれば、自然に、国内には平和で罪のない人々があふれるようになります。王の唯一の

義務は、不正直な極悪人を鎮圧することにあります。そのことが、人間社会全体に平和と調和

をもたらすのです。 

 

第第第第１５１５１５１５節節節節    
    

ANaaGa"iSvh  >aUTaezu Ya AaGaSk*-iàrx(ku-Xa" ) 
AahTaaRiSMa >auJa& Saa+aadMaTYaRSYaaiPa Saa(r)dMa( )) 15 )) 
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anägaùsv iha bhüteñu 

ya ägas-kån niraìkuçaù 

ähartäsmi bhujaà säkñäd 

amartyasyäpi säìgadam 
    

 anägaùsu iha—罪のない人々に対して; bhüteñu—生命体達; yaù—その人物; ägaù-kåt—冒涜を

犯す; niraìkuçaù—成り上がり者達; ähartä asmi—私が表明する; bhujam—武器; säkñät—直接に; 

amartyasya api—半神であっても; sa-aìgadam—装飾品と甲冑（かっちゅう）で。 
    

 罪なき者たちを虐待する成り上がり者たちは、私がじかに手をくだします。その相手が甲冑

と装飾品で身を固めた天界の住人であろうと。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 天界の住人はアマラ（amara）「不死」と言われることがありますが、それはかれらが人間

とは比べものにならない⻑い寿命に恵まれているからです。⻑くて100年しか生きられない人

間には、何百万年もの寿命は確かに「不死」に思えるはずです。たとえば『バガヴァッド・ギ

ーター』では、「ブラフマローカの１日は4,300,000×1,000（太陽年）」と記述されています。

同じように、ほかの天国の惑星では１日が地球の６ヶ月に相当し、その住人たちはかれらの年

月計算で１千万年生きるとされています。ですから、このような高い惑星での寿命が人間より

はるかに⻑いため、物質宇宙ではだれも不死ではないはずなのに、人間はかれらのことを想像

し、「天界の住人は不死」と表現しているのです。 

 マハーラージャ・パリークシットは、そのような天界の住人にさえ、もしも罪のない者を虐

待するのであれば許さない、と挑戦しています。これは、国の筆頭者はマハーラージャ・パリ

ークシットと同じほど強くあるべきである、そうすることで、最強の冒涜者であっても、絶対

に処罰する決意で対処することができるからです。神の法律に対する冒涜者は必ず処罰される

――これが国の筆頭者の原則とされなくてはなりません。 

 

第第第第１６１６１６１６節節節節    
    

rajae ih ParMaae DaMaR" SvDaMaRSQaaNauPaal/NaMa( ) 
XaaSaTaae_NYaaNa(  YaQaaXaañMaNaaPaÛuTPaQaaiNah )) 16 )) 
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räjïo hi paramo dharmaù 

sva-dharma-sthänupälanam 

çäsato 'nyän yathä-çästram 

anäpady utpathän iha 
    

 räjïaù—国王あるいは行政⻑官の; hi—確かに; paramaù—至上の; dharmaù—定められた職務; 

sva-dharma-stha—自分の職務に忠実な者; anupälanam—いつも保護している; çäsataù—支配し

ている間; anyän—他の者達; yathä—〜にもとづいて; çästram—経典による統治; anäpadi—危険

のない; utpathän—逸れている人々; iha—実際のところ。 
    

 世を治める王の至上の義務は、法を遵守する人々を守り、緊急ではない通常時の経典の教え

から逸れた者たちを懲罰することにあります。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 経典にはアーパドゥ・ダルマ（äpad-dharma）「異常事態における定められた義務」につい

て説かれています。そこでは、あるとき大聖者ヴィシュヴァーミトラが、異常事態に置かれて

犬の肉を食べるはめに陥った事例が挙げられています。緊急の事態では、どのような動物だと

しても、動物の肉を食べることを強いられることがありますが、だとしても、肉食者たちのた

めに屠殺場を維持する必要があるわけではありませんし、政府がそのことを助⻑すべきだとい

うことでもありません。味覚を楽しむためだけに、定期的に、肉を食べて生きるのはまちがっ

ています。王や国の筆頭者は、不正な楽しみにふけっているそのような人々を処罰しなくては

なりません。 

 さまざまな職務に従事するさまざまな人々のために規則的な経典の教えが用意されており、

その教えに従う人々をスヴァダルマ・スタ（svadharma-stha）「自分に定められた本務に忠実

な者」といいます。『バガヴァッド・ギーター』（第18章・第48節）では、自分に定められた

義務は、たとえ完璧にまっとうできなくても放棄してはならない、と言われています。スヴァ・

ダルマは、状況に強いられて緊急時では破られることもありますが、通常はもちろんそうでは

ありません。国の筆頭者は、スヴァ・ダルマが、それがなんであっても従者たちによって変え

られないよう監視し、スヴァ・ダルマの従者を守らなくてはなりません。破る者はシャースト

ラにもとづいて罰せられるべきであり、また国王の義務は、人々が自分に定められた義務を、

経典が⽰しているとおりに実践するよう見守ることにあります。 
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第第第第１７１７１７１７節節節節    
    

DaMaR ovac 
WTad(  v"  Paa<@veYaaNaa&  Yau¢-MaaTaaR>aYa&  vc" ) 
Yaeza& Gau<aGa<aE" k*-Z<aae daETYaadaE >aGavaNa( k*-Ta" )) 17 )) 

    

dharma uväca 

etad vaù päëòaveyänäà 

yuktam ärtäbhayaà vacaù 

yeñäà guëa-gaëaiù kåñëo 

dautyädau bhagavän kåtaù 
    

 dharmaù uväca— 宗 教 の 権 化 が 言 っ た ; etat— こ れ ら す べ て ; vaù— あ な た に よ っ て ; 

päëòaveyänäm—パーンダヴァ王家の者達の ; yuktam—まさにふさわしい; ärta—苦しむ者; 

abhayam—すべての恐怖から解放されて; vacaù—言葉; yeñäm—それら; guëa-gaëaiù—その資格

によって; kåñëaù—主クリシュナでさえ; dautya-ädau—使者などの義務; bhagavän—人格主神; 

kåtaù—実行された。 
    

 宗教の権化が言った。「いまあなたが語ったそれらの言葉は、パーンダヴァ王家の一人とし

てじつにふさわしいものです。主クリシュナ・人格主神は、パーンダヴァ兄弟の献愛奉仕すば

らしさに魅了されて、使者としての義務をまっとうされたのです」 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 マハーラージャ・パリークシットが口にした保証と挑戦は誇張ではなく、かれの真の力に裏

づけられています。マハーラージャは、たとえ天界の住人たちでも、「宗教原則を破る者は私

の厳格な政治体制から逃れることはできない」と宣言しました。ありもしない力を自慢げに誇

⽰しているわけではありません。主の献愛者は主に匹敵する力を持ち、いや、ときには主の恩

寵を凌ぐことさえあり、献愛者の約束は、ふつうではありえないことでも、主の恩寵で正しく

成就されます。パーンダヴァ兄弟は、純粋無垢な献愛奉仕と主への全面的な服従によって、主

を御者にしたり、使者にしたりしたこともあります。主は献愛者のために、心から喜んでその

ような義務をはたしているのです。深い愛情と熱意で主に仕えることしか考えていない無垢な

献愛者に仕えたいと思っているからです。アルジュナの孫で、主の名高い友人、そして召使い

であるマハーラージャ・パリークシットは、自分の祖父ほどの主の純粋な献愛者ですから、主
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はいつでも、かれが⺟親の胎内で無力に横たわり、アシュヴァッターマーが放った灼熱のブラ

フマーストラ武器に攻撃されたときでさえ一緒にいました。献愛者はいつでも主に守られてい

ますから、マハーラージャ・パリークシットが「私が守る」と約束すれば、それは必ず実現さ

れるのです。宗教の権化はそのことをありのままに受けいれ、パリークシット王がみずからの

高尚な責任に忠実であることに感謝しているのです。 

 

第第第第１８１８１８１８節節節節    
    

Na vYa& (c)e-XabqJaaiNa YaTa" SYau" PauåzzR>a ) 
Pauåz&  Ta&  ivJaaNaqMaae vaKYa>aedivMaaeihTaa" )) 18 )) 

    

na vayaà kleça-béjäni 

yataù syuù puruñarñabha 

puruñaà taà vijänémo 

väkya-bheda-vimohitäù 
    

 na—〜ではない; vayam—私達; kleça-béjäni—苦しみの根源; yataù—どこから; syuù—それはそ

うして起こった; puruña-åñabha—おお、人類の筆頭者よ ; puruñam—その人物 ; tam—それ; 

vijänémaù—知っている; väkya-bheda—さまざまな意見; vimohitäù—〜に惑われて。 
    

 人類の第一人者よ。私たちの苦しみの元凶となった極悪人を特定するのはむずかしいことで

す。なぜなら私たちは、理論にこだわる哲学者たちが言うさまざまな意見で混乱しているから

です。 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 世界には、原因と結果について、とくにさまざまな生命体の苦しみの原因について、自分た

ちの理論を主張する理論好きな哲学者たちがあふれています。大別すると６人の哲学者が挙げ

られます。ヴァイシェーシカ哲学の著者カナーダ、論理学者のガウタマ、神秘的ヨーガの著者

パタンジャリ、サーンキャ哲学の著者カピラ、カルマ・ミーマーンシャーの著者ジャイミニ、

ヴェーダーンタ・ダルシャナの著者ヴャーサデーヴァ。 

 宗教の権化である雄牛、地球の主宰神である雌牛は、カリ時代の権化が自分たちの苦しみの

直接の原因であることはわかっていたのですが、それでも主の献愛者として、主の承認がなけ

れば、だれも自分たちを苦しめられないことも承知していました。『パドゥマ・プラーナ』は、

「苦しみとは、昔まいた種がいま結実している状態であるが、まいて作ってしまった罪は、純
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粋な献愛奉仕をすることで徐々に弱まっていく」と説いています。ですから献愛者は、不快な

ことで自分を苦しめている人でも、その苦しみのことでかれらを非難したりしません。なにか

間接的な原因があって、かれはそのように行動させられているのだ、と解釈し、だからその苦

しみに耐え、その苦しみが神に与えられた一服の薬だと捉えます。でなければ、自分はもっと

大きな苦しみを感じているはずだ、と考えるのです。 

 マハーラージャ・パリークシットは、犯罪者を直接非難する言葉を聞くつもりだったのです

が、かれらは、上記の理由から答えることを断わりました。しかし、推論に頼る哲学者たちは

主の意志が働いていることを認めません。苦しみの原因を自分たちの力で探そうとするのです。

シュリーラ・ジーヴァ・ゴースヴァーミーが言います、そのような推論家たちは自分たちが混

乱しているため、すべての苦しみの原因は至高主、すなわち人格主神であることが理解できな

い、と。 

 

第第第第１９１９１９１９節節節節    
    

ke-icd( ivk-LPavSaNaa AahuraTMaaNaMaaTMaNa" ) 
dEvMaNYae_Pare   k-MaR  Sv>aavMaPare  Pa[>auMa( )) 19 )) 

    

kecid vikalpa-vasanä 

ähur ätmänam ätmanaù 

daivam anye 'pare karma 

svabhävam apare prabhum 
    

 kecit—彼らの一部; vikalpa-vasanäù—あらゆる種類の二元性を否定する者達; ähuù—宣言する; 

ätmänam—自分自身; ätmanaù—自己の; daivam—超人的な; anye—他の者達; apare—ほかの誰

か; karma—活動; svabhävam—物質自然界; apare—他の多くの; prabhum—権威。 
    

 あらゆる二元性を否定する哲学者のなかには、自分の幸福や苦しみの責任を負っているのは

自分である、と言う者がいます。また超人的な力が原因だと考えたり、活動そのものが原因で

あると考えたりする者がいるいっぽう、鈍感な物質主義者は、自然界が窮極の原因だと主張し

ています。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 上記のように、ジャイミニやその従者たちのような哲学者は、果報的活動がすべての苦しみ
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と不幸の原因だとする意見に自信を持ち、たとえなにか高い権威があるとしても、また超人的

な力を持つ神や神々がいるとしても、その神や神々も活動に応じた結果を与えるのだから果報

的活動に影響されている、と言います。かれらは、活動は活動者によってなされているのだか

ら、活動と活動者は離れているわけではないと考えます。ですから、活動者自身が自分の幸福

と苦しみの原因である、というわけです。『バガヴァッド・ギーター』（第６章・第５節）で

も、物質的な病に冒されていない心によって、物質的痛みという苦しみから自分を解放させな

ければならない、と確証しています。このように、自分の心が、物質的な幸福や苦しみを作り

だす友人であったり敵であったりするのです。 

 無神論で物質主義のサーンキャ哲学者は、物質自然界がすべての原因の原因であると結論し

ています。物質要素の結合が物質的な幸福と苦しみの原因であり、物質が分解すれば物質的苦

悩から解放されると考えています。ガウタマやカナーダは分子の結合がすべてであるとし、ア

シュターヴァクラのような非人格論者は、ブラフマンの精神的光がすべての原因の原因である、

と結論しました。しかし『バガヴァッド・ギーター』で主はみずから、わたしが非人格のブラ

フマンの源である、と宣言しています。ですから、人格主神がすべての原因の原因です。そし

て『ブラフマ・サムヒター』も、主クリシュナこそがあらゆる原因の窮極原因である、と確証

しています。 

 

第第第第２０２０２０２０節節節節    
    

APa[TaKYaaRdiNadeRXYaaidiTa ke-ZviPa iNaêYa" ) 
A}aaNauæPa&   raJazeR  ivMa*Xa  SvMaNaqzYaa )) 20 )) 

    

apratarkyäd anirdeçyäd 

iti keñv api niçcayaù 

atränurüpaà räjarñe 

vimåça sva-manéñayä 
    

 apratarkyät—推論の力を超えて; anirdeçyät—思考力を超えて; iti—このように; keñu—誰か; 

api—もまた; niçcayaù—明確に結論されて; atra—この中で; anurüpam—どちらかが正しい; 

räja-åñe—王達のなかの聖者よ; vimåça—あなた自身で判断する; sva—あなた自身によって; 

manéñayä—知性の力。 
    

 議論をしたり想像したり、さらには言葉で表現するだけでは苦しみの原因を特定することは
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できない、と信じる者たちがいます。王のなかの聖者よ、ご自分の知性を使って、これらをす

べて熟考し、判断してください。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 この節の言葉のように、ヴァイシュナヴァ、すなわち主の献愛者は、至高主の許しがなけれ

ばなにも起こりえないことを信じています。主は至上の指揮官です。主みずから、『バガヴァ

ッド・ギーター』（第15章・第15節）で、遍在するパラマートマーとして全生命体の心のなか

にとどまり、かれらの行動の一部始終を注視し、また目撃している、と確証しているからです。

無神論者が言う「充分な資格をそなえた司法官に証明されないかぎり、まちがった行為をして

も処罰されない」という意見はこの節で論破されています。私たち献愛者は、生命体の行動は

つねに見られ、いつも行動をともにしている存在がいることを信じているからです。生命体は、

昔、あるいはいましたことを忘れてしまうかもしれませんが、肉体という同じ１本の木に、個々

の魂と至高の魂・パラマートマーが２羽の鳥のように座っていることを心得ておくべきです。

その片方、つまり生命体はその木のくだものを味わっていますが、至高の生命体はその様子を

じっと見つめています。ですから、パラマートマーの様相・至高の魂こそが、生命体の行動す

べてを目撃しているのであり、そしてパラマートマーの導き一つで、生命体は過去を思いだし

たり忘れたりしています。ですから主は、遍在する非人格ブラフマンでもあり、またすべての

心臓にいる局所的パラマートマーでもあります。主は、過去・現在・未来を知っている方であ

り、主にとって隠されたものはなにもありません。献愛者はこの真理をよく知っていますから、

結果にこだわりすぎることなく、義務を誠実にまっとうします。また、主がどう反応するかは、

推論でも学識でもわかりません。主が、だれかを苦境におとしいれたり、そうでない状況に置

いたりするのはなぜでしょうか。主はヴェーダ知識を知る至上の方ですから、真のヴェーダン

ティストです。同時に、主はヴェーダーンタの編纂者でもあります。主から離れている者は一

人もいませんし、だれもがさまざまな形で主に奉仕をしています。条件づけられた状態にいる

生命体は、その奉仕を物質自然界に強制されて行なっていますが、解放された境地にいる生命

体は精神的エネルギーに助けられながら自発的に愛情奉仕をしています。主がすることに矛盾

も不明瞭さもありません。ビーシュマデーヴァは、主の人智を超えた活動を正しく判断してい

ます。ですから結論として言えるのは、マハーラージャ・パリークシットに⽰された宗教の権

化と地球の権化の苦しみは、マハーラージャ・パリークシットが理想的な指導者であることを

証明するために用意されたということです。かれは、精神的発達の二本の柱、すなわち雌牛（地

球）とブラーフマナ（宗教原則）を守る方法を知っていたからです。だれもが、主に１から10
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まで支配されています。主は、なにかがだれかによって為されることを望むとき、それがなん

であろうと、主はすべてを完璧に準備します。マハーラージャ・パリークシットはこうして、

みずからの偉大さを試されようとしたのです。それでは、かれが賢明な心でどう問題を解決す

るか、見てみようではありませんか。 

 

第第第第２１２１２１２１節節節節    
    

SaUTa ovac 
Wv& DaMaeR Pa[vdiTa Sa SaMa]a@( iÜJaSataMaa" ) 
SaMaaihTaeNa  MaNaSaa iv%ed" PaYaRcí TaMa( )) 21 )) 

    

süta uväca 

evaà dharme pravadati 

sa samräò dvija-sattamäù 

samähitena manasä 

vikhedaù paryacañöa tam 
    

 sütaù uväca—スータ・ゴースヴァーミーが言った; evam—そのように; dharme—宗教の権化; 

pravadati—そのように語って; saù—彼; samräö—皇帝; dvija-sattamäù—ブラーフマナの第一人

者よ; samähitena—適切な注意力で ; manasä—心によって ; vikhedaù—間違えることなく ; 

paryacañöa—返答した; tam—彼に。 
    

 スータ・ゴースヴァーミーが言った。「ブラーフマナの第一人者よ。宗教の権化の話を聞い

たパリークシット皇帝は心から満足し、まちがうことも嘆くこともなく、答えた」 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 宗教の権化・雄牛の言葉は哲学と知識に完璧に支えられており、雄牛の苦しみがありきたり

ではないことを理解した王は、心から満足しました。至高主の法律に完璧に精通していなけれ

ば、哲学的真理を突いたこのような話はできません。皇帝は、同じレベルの賢明さをそなえて

いたからこそ、疑いもまちがいもない要点を捉えました。 
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第第第第２２２２２２２２節節節節    
    

raJaaevac 
DaMa| b]vqiz DaMaRj DaMaaeR_iSa v*zæPaDa*k(- ) 
YadDaMaRk*-Ta" SQaaNa& SaUck-SYaaiPa TaÙveTa( )) 22 )) 

    

räjoväca 

dharmaà bravéñi dharma-jïa 

dharmo 'si våña-rüpa-dhåk 

yad adharma-kåtaù sthänaà 

sücakasyäpi tad bhavet 
 

 räjä uväca—王が言った; dharmam—宗教; bravéñi—あなたが話したように; dharma-jïa—宗教

の原則を知る者よ; dharmaù—宗教の権化; asi—あなたは〜である; våña-rüpa-dhåk—雄牛の姿

になって; yat—なんであっても; adharma-kåtaù—無宗教的に行動する者; sthänam—場所; 

sücakasya—同一視する者の; api—もまた; tat—それ; bhavet—〜になる。 

 

 王が言った。「雄牛の姿をまとった方よ！ あなたは宗教の真理を知っている方であり、無

宗教的な活動をする罪人が行くところに、その罪人を罪人とみなしている者も行くという原則

にもとづいて話しています。あなたは宗教の権化その方です」 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 主の承認なくして、だれかが恩人であろうと極悪人であろうと、そのことに直接の責任はな

い、と献愛者は結論づけます。ですから、そのようなことをしても、直接その人に責任がある

とは考えません。しかしどちらの場合でも、恩恵でも損失でも、神が与えたものだから、それ

は主の恩寵でなされたもの、と当然のように考えます。恩恵のときには、神が与えたもの、と

いうことをだれも否定しませんが、損失や不運の場合は、主が献愛者を大きな災難に落とし入

れるほど薄情なのか、と疑いを持ちます。イエス・キリストは、そのような苦境に落とし入れ

られたように見えますが、極悪人たちに怒りを感じることはありませんでした。それが、有利

なことでも不利なことでも、あるものごとを受けいれるときの方法です。こうして、献愛者に

とっては、同一視する者は、極悪人のように、罪人と同じです。神の恩寵によって、献愛者は

どのような逆境にも耐えます。マハーラージャ・パリークシットはそのことをまのあたりにし、
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だからこそ、その雄牛がまさに宗教の権化その方であることを理解することができました。言

いかえれば、献愛者に苦しみはまったくない、ということです。いわゆる苦しみといっても、

それは、すべてのなかに神を見ている献愛者にとっては神の恩寵にほかなりません。雌牛と雄

牛は、カリの権化から拷問を受けても王に苦情を訴えることはしませんでした。ふつうの人間

なら、国の権威者に苦情を訴えるところですが。雄牛のこのような並外れたふるまいを見た王

は、この雄牛は宗教の権化に違いない、と結論をくだしました。宗教の原則にある優れた複雑

さはほかのだれにも理解できなかったからです。 

 

第第第第２３２３２３２３節節節節    
    

AQava  devMaaYaaYaa  NaUNa& GaiTarGaaecra ) 
ceTaSaae vcSaêaiPa >aUTaaNaaiMaiTa iNaêYa" )) 23 )) 

    

athavä deva-mäyäyä 

nünaà gatir agocarä 

cetaso vacasaç cäpi 

bhütänäm iti niçcayaù 
    

 athavä—代わりに; deva—主; mäyäyäù—エネルギー; nünam—非常に少ない; gatiù—動き; 

agocarä—想像を絶している; cetasaù—心によっても; vacasaù—言葉によって; ca—あるいは; 

api—もまた; bhütänäm—全生命体の; iti—こうして; niçcayaù—結論されて。 
    

 ですから、主のエネルギーは想像を絶しているものと断言できます。頭脳や言葉を駆使して

も、それらを把握することはできません。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 「献愛者は主がすべての窮極の行為者であることを確かに知っているとしても、なぜ自分を

活動者と見てはいけないのか」という質問があるかもしれません。窮極の行為者を知っている

のであれば、ほんとうの実行者を知らないふりをすべきではないはずです。この疑いの答とし

て、「すべては主の代理者であるマーヤー・シャクティ、つまり物質エネルギーによってなさ

れているから、主は直接責任を負っているわけではない」と言うことができます。物質エネル

ギーはいつでも、私たちの心のなかに主の至上の権威に対する疑いを起こさせようとしていま

す。宗教原則の権化は、至高主の許しがなければなにも起こらないことを完璧に知っていたの
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ですが、幻惑のエネルギーによって疑惑に包まれ、至上の原因について言及することを避けて

います。この疑いは、カリと物質エネルギーの穢れから生じます。カリ時代の邪悪な環境は幻

想エネルギーによって増大され、またそれがどれほど広がっているかは説明さえできません。 

 

第第第第２４２４２４２４節節節節    
    

TaPa" XaaEc& dYaa SaTYaiMaiTa Paada" k*-Tae k*-Taa" ) 
ADaMaa|XaEñYaae    >aGana"    SMaYaSa(r)MadESTav )) 24 )) 

    

tapaù çaucaà dayä satyam 

iti pädäù kåte kåtäù 

adharmäàçais trayo bhagnäù 

smaya-saìga-madais tava 
    

 tapaù—苦行; çaucam—清潔さ; dayä—慈悲; satyam—誠実さ; iti—そのように; pädäù—足; 

kåte—サッテャの時代に; kåtäù—確立されて; adharma—無宗教; aàçaiù—その部分によって; 

trayaù—３つが結合して; bhagnäù—折れて; smaya—奢り; saìga—女性との過度のつきあい; 

madaiù—陶酔; tava—あなたの。 
    

 サッテャ（誠実さ）の時代で、あなたの４本の足は、苦行、清潔さ、慈悲心、誠実さという

４つの原則にしっかりと築かれていました。ところがいまでは３本の足が、奢り、女性への欲

情、陶酔という形となって現われている恐ろしい無宗教ゆえに折れてしまいました。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 幻惑させるエネルギー・物質自然は、マーヤーの惑わせる力に生命体が影響される程度に応

じてその力を発揮させます。蛾は光から出ているまばゆい明かりに惑わされ、その火の餌食に

なるのです。同じように、惑わせる力はいつも条件づけられた魂の心をつかまえ、幻惑の火の

餌食にしようと待ちかまえていますが、ヴェーダ経典は、その力に惑わされずに反撃するよう

かれらに警告しています。ヴェーダは私たちに、無知の暗闇に入るのではなく、光の道を進む

よう助言します。主もみずから私たちに警告しています、「物質エネルギーの惑わせる力はあ

まりにも強いために、独力で征服できるものではない、が、主にすっかり身をゆだねた者はか

んたんに克服できる」と。しかし、主の蓮華の御足に身をゆだねることはかんたんなことでは

ありません。服従できるのは、苦行、清潔さ、慈悲心、誠実さをそなえた人物にかぎられてい
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ます。この４つの高尚な文化の原則は、サッテャ時代で顕著に現われていました。当時はだれ

もが充分な資質をそなえ、もっとも高い地位であるブラーフマナにふさわしく、だれもがパラ

マハンサ・放棄階級というもっとも高い境地にいました。文化的基盤からすれば、人間は幻惑

エネルギーには決して影響されないはずです。そのような堅固な気質をそなえた人々は、マー

ヤーの束縛から逃れられる力を充分にそなえていました。ところが徐々に、ブラーフマナ文化

の基本的原則、すなわち苦行、清潔心、慈悲心、誠実さにとってかわって、奢り、女性への執

着、陶酔の高まりが次第に高まることで失われていき、解放への道、あるいは超越的な喜びの

道は人間社会からみるまに遠ざかってしまいました。カリ時代が進むにつれ、人々は奢り、女

性と陶酔物に執着するようになっています。カリ時代の影響で、貧困者でさえわずかなお⾦を

自慢し、女性は男性の心を惑わせるために情欲をかきたてる服を着て、男性は酒、たばこ、お

茶などにうつつを抜かすようになりました。このような悪癖、あるいはいわゆる文化の発達は、

あらゆる無宗教の根源であるため、堕落や賄賂や縁者びいきを根絶することはできません。人

間はこのようないまわしい流れを、法律の制定や警察力に頼るだけでは止められませんが、適

切な薬であるブラーフマナ文化、すなわち苦行・清潔心・慈悲人・誠実さの原則を広めること

で心の病を治すことができます。現代文化と経済発展は、消費者物価を脅かす貧困と欠乏とい

う新しい状況を作りだしています。社会の指導者層と裕福階級者たちが蓄えた財産の半分を、

まちがって導かれた人々のために使い、かれらを『シュリーマド・バーガヴァタム』の知識を

とおして神の意識に導けば、まちがいなくカリ時代は、条件づけられた魂を堕落させる試みで

失敗するはずです。偽りのプライド、自分の価値の過大評価、女性への過度の執着と交わり、

陶酔物は、どれほど人々が世界の平和を強く求めても、人間文化を平和の道から逸らしてしま

うことを、私たちはよく肝に銘じておかなくてはなりません。『シュリーマド・バーガヴァタ

ム』の原則を世に広めればおのずから、だれもが節度ある生活をし、内面も外面も清潔となり、

苦しむ人々への慈悲心や日々の暮らしのなかで誠実さを高めていきます。それが、いま世界に

顕著に現われている人間社会の欠陥を正す道なのです。 

 

第第第第２５２５２５２５節節節節    
    

wdaNaq&  DaMaR PaadSTae SaTYa& iNavRTaRYaeÛTa" ) 
Ta& iJaga*+aTYaDaMaaeR_YaMaNa*TaeNaEiDaTa" k-il/" )) 25 )) 

    

idänéà dharma pädas te 

satyaà nirvartayed yataù 
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taà jighåkñaty adharmo 'yam 

anåtenaidhitaù kaliù 

 idäném—今この時に; dharma—宗教の権化よ; pädaù—足; te—あなたの; satyam—誠実さ; 

nirvartayet—よろめいている; yataù—それによって; tam—それ; jighåkñati—破壊しようとして

いる; adharmaù—宗教の権化; ayam—これ; anåtena—詐欺によって; edhitaù—繁栄している; 

kaliù—口論の権化。 
    

 あなたはいま、誠実さの印である１本の足だけで立ち、いまにも倒れそうな状態にあります。

しかし口論の権化（カリ）は、欺瞞によって力を増し、その足でさえ破壊しようとしています。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 宗教原則は、教義や人間が作った宗教形式ではなく、４つの主要な規定の遵守、すなわち苦

行、清潔さ、慈悲心、誠実さで支えられています。一般大衆は、幼いころからこの原則を教わ

らなくてはなりません。苦行とは、体にはあまり快適ではないことでも自分から進んで受けい

れ、そのことでほんとうに精神的悟りを助けてくれる行為を指し、たとえば絶食が挙げられま

す。１月に２回から４回の絶食は、精神的な悟りを得るためだけにする苦行であり、政治など、

ほかの理由で行なうべきものではありません。自己を悟るのではなく、別の目的でなされる絶

食は『バガヴァッド・ギーター』（第17章・第5-6節）で非難されています。同じように、清

潔さは心と体にも必要なことです。体を清潔にすればそれなりに高められるのですが、なによ

りも心を清潔にすべきであり、それは至高主を讃えることで達成できます。至高主を讃えなけ

れば、心のなかに積まれたよごれを洗い流すことはできません。無神論の文化は、神のことが

おろそかにされていますから心を清潔にしてはくれませんし、この単純明快な理由から、その

文化で育った人々は物質的には優れてはいても、真に優れた気質をそなえることはできません。

行動の結果を見れば、その行動の善し悪しがわかります。カリ時代での人間文化の活動の結果

は「不満」であり、だからこそだれもが心の平和を強く求めています。心の平和はサッテャ・

ユガでは完璧に満たされていましたが、上記の優れた質をすべての人々が完璧にそなえていた

からです。トゥレター・ユガになるとやがてその特質は４分の３に減り、ドゥヴァーパラ・ユ

ガでは半分になり、カリ・ユガでは４分の１にまで減り、さらにそれさえも、世界に広がる不

誠実のために次第に減少しています。奢りがあれば、それが表面的なにしろほんとうの奢りに

しろ、苦行の結果は消えていってしまいます。女性とあまりにもかかわれば清潔さは失われ、

陶酔物にのめりこめば慈悲の心がなくなり、欺瞞に満ちた政治宣伝のために人々は誠実さを失

っていきます。人間文化は、バーガヴァタ・ダルマをよみがえらせることで、言葉では言いつ
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くせないほどの邪悪な堕落から救われます。 

 

第第第第２６２６２６２６節節節節    
    

wYa& c >aUiMa>aRGavTaa NYaaiSaTaaeå>ara SaTaq ) 
é[qMaiÙSTaTPadNYaaSaE"  SavRTa" k*-Tak-aETauk-a )) 26 )) 

    

iyaà ca bhümir bhagavatä 

nyäsitoru-bharä saté 

çrémadbhis tat-pada-nyäsaiù 

sarvataù kåta-kautukä 
    

 iyam—これ; ca—そして; bhümiù—地球の表面; bhagavatä—人格主神によって; nyäsita—個人

的に、あるいは他の者達によって為されて; uru—巨大な; bharä—重荷; saté—そのように為され

て; çrémadbhiù—あらゆる面で吉兆なことによって; tat—それ; pada-nyäsaiù—足跡（あしあと）; 

sarvataù—あらゆる場所に; kåta—為された; kautukä—幸運。 
    

 地球の重荷は、人格主神によって、そして他の人々によって確実に和らげられました。主は

化身としてこの世界にいたとき、その吉兆な足跡があったからこそ、あらゆるすばらしい出来

事が実現されたのです。 

 

第第第第２７２７２７２７節節節節    
    

XaaecTYaé[uk-l/a   Saaßq   du>aRGaevaeiJ‡TaaSaTaq ) 
Ab]ø<Yaa Na*PaVYaaJaa" éUd]a >aae+YaiNTa MaaiMaiTa )) 27 )) 

    

çocaty açru-kalä sädhvé 

durbhagevojjhitä saté 

abrahmaëyä nåpa-vyäjäù 

çüdrä bhokñyanti mäm iti 
    

 çocati—嘆いている; açru-kalä—目に涙を浮かべて; sädhvé—貞節な者; durbhagä—もっとも不

運な者のように; iva—〜のように; ujjhitä—孤独な; saté—そのようになされて; abrahmaëyäù—

ブラ ーフマナ文化がない ; nåpa-vyäjäù—支配者のふりをしている ; çüdräù—下等階級 ; 
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bhokñyanti—楽しむだろう; mäm—私を; iti—そうして。 
    

 そしていま、人格主神に見捨てられた貞節なかのじょは、目に涙を浮かべて自分のゆくすえ

を嘆いています。指導者のふりをしている下等な男たちに支配され、もてあそばれているから

です。 

要要要要旨解説旨解説旨解説旨解説 

    

 クシャトリヤ、あるいは苦しむ者を救うにふさわしい男性は、国を治めるためにいます。正

しい訓練も受けていない下等な人間たち、あるいは苦しむ人々を守る気持ちもない者たちは、

指導者の地位に就かせるべきではありません。嘆かわしいことにカリ時代では、下等な地位の

人間たちが、なんの訓練も受けることなく国⺠の投票という力に頼って支配者の地位にいすわ

り、苦しむ人々を守るかわりに、だれも耐えられないような状況を作りだしています。そのよ

うな統治者は、市⺠の快適な生活を犠牲にしても自分の満足を優先させ、こうして、貞節な⺟

なる地球は、人も動物も含む我が子たちの哀れな状況を見て泣いています。それが、無宗教が

いちじるしく世を包みこむカリ時代の世界の未来です。そして無宗教的傾向を抑えることので

きる王がいない状況では、『シュリーマド・バーガヴァタム』の教えで人々を系統的に教育す

ることが、退廃、賄賂、恐喝などのはびこる茫漠とした世界を清めることができるのです。 

 

第第第第２８２８２８２８節節節節    
    

wiTa DaMa| Mahq& cEv SaaNTviYaTva MaharQa" ) 
iNaXaaTaMaadde   %É&  k-l/Yae_DaMaRheTave )) 28 )) 

    

iti dharmaà mahéà caiva 

säntvayitvä mahä-rathaù 

niçätam ädade khaògaà 

kalaye 'dharma-hetave 
    

 iti— こう し て ; dharmam— 宗教の 権 化 ; mahém— 地球 ; ca— も また ; eva— 〜 として ; 

säntvayitvä—慰めたあと; mahä-rathaù—何千もの敵と一人で戦うことのできた将軍; niçätam—

鋭い; ädade—抜いた; khaògam—刀; kalaye—カリの権化を殺すために; adharma—無宗教; 

hetave—根本原因。 
    

 一千人の戦士と一人で戦えるマハーラージャ・パリークシットは、このように宗教と地球の
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権化を慰めた。そして鋭い剣を抜き、あらゆる無宗教の根源となっているカリの権化を殺そう

とした。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 これまで述べられてきたように、カリの権化とは、啓⽰経典で禁じられている罪を意図的に

すべて犯している人間を指します。カリ時代にはたしかにカリの活動が蔓延していますが、だ

からといって、社会の指導者、行政指導者、博識で知性ある人々、まして主の献愛者は、ただ

じっと座ってカリ時代の反動を黙って見ていてもいい、というわけではありません。雨期にな

れば確実に大量の雨が降ってきますが、だからといって、雨から身を守る方法を採らなくても

いいというわけではありません。国の筆頭者の義務は、カリの、あるいはカリ時代に影響され

た人々の活動に対抗する必要策をすべて採ることにあります。そしてマハーラージャ・パリー

クシットこそが、その国の理想的な筆頭者です。なぜなら、すぐさま鋭い剣を抜いてカリの権

化を殺そうとしたからです。行政者たちは、いたずらに世の堕落を止める解決策を作るだけで

はなく、認められたシャーストラの視野と見解にもとづいて、堕落した状況を作りだしている

人間たちを鋭い剣で殺そうとしなくてはなりません。行政者たちは、酒屋の営業を許すことで

人々の堕落を止めることはできません。麻薬や酒を扱う場所をすぐに閉鎖し、たとえ死罪をも

ってしても、無差別に陶酔物にふけっている者たちを処罰しなくてはなりません。それがカリ

の活動を止める方法であり、それはここでマハーラージャ・パリークシットというマハー・ラ

タ（mahä-ratha）によって立証されています。 

 

第第第第２９２９２９２９節節節節    
    

Ta& iJagaa&SauMai>aPa[eTYa ivhaYa Na*Pal/aH^NaMa( ) 
TaTPaadMaUl&/  iXarSaa SaMaGaad( >aYaivûl/" )) 29 )) 

    

taà jighäàsum abhipretya 

vihäya nåpa-läïchanam 

tat-päda-mülaà çirasä 

samagäd bhaya-vihvalaù 
    

 tam—彼を; jighäàsum—殺そうとしている; abhipretya—それがよくわかっている; vihäya—

横に置いている; nåpa-läïchanam—王の衣服; tat-päda-mülam—彼の足もとに; çirasä—頭で; 
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samagät—完全に服従して; bhaya-vihvalaù—恐怖心に圧倒されて。 
    

 王がほんとうに自分を殺そうとしていることがわかったカリの権化は、すぐに王の衣服を脱

ぎ捨て、恐怖心に縮みあがり、平伏した。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 カリの権化が身につけていた衣服はただの見せかけでした。王としての服装は王やクシャト

リヤにふさわしいのですが、低俗な人間が王として見せかけで服を着ても、マハーラージャ・

パリークシットのような本物のクシャトリヤから戦いを挑まれるとおのずと暴かれるもので

す。真のクシャトリヤはぜったいに降参しません。ライバルのクシャトリヤの挑戦を敢然と受

けいれ、戦って死ぬか、勝利を手にするのです。降参するのは本物のクシャトリヤにはありえ

ません。カリ時代では、自分を政治家や行政の筆頭者のかっこうをしたり見せかけたりする詐

欺師が横行していますが、本物のクシャトリヤから挑戦されると、本性を表わすものです。で

すから、かっこうだけのカリの時代は、マハーラージャ・パリークシットと戦ってもとうてい

勝てるものではないことがわかると、家来のようにすぐに平伏し、着ていた王の衣服を脱ぎ捨

てたのでした。 

 

第第第第３０３０３０３０節節節節    
    

PaiTaTa&   PaadYaaevsr"   k*-PaYaa   dqNavTSal/" ) 
Xar<Yaae NaavDaqC^(l/aeKYa Aah ced& hSaiàv )) 30 )) 

    

patitaà pädayor véraù 

kåpayä déna-vatsalaù 

çaraëyo nävadhéc chlokya 

äha cedaà hasann iva 
    

 patitam—堕落した; pädayoù—足元に; véraù—その英雄; kåpayä—同情心から; déna-vatsalaù—

哀れな者に優しい; çaraëyaù—服従した者を受けいれるにふさわしい者; na—〜ではない; 

avadhét—殺した; çlokyaù—謳われるにふさわしい者; äha—言った; ca—もまた; idam—これ; 

hasan—微笑んでいる; iva—〜のように。 
    

 服従した者を受けいれ、歴史を通じて謳われるにふさわしいマハーラージャ・パリークシッ
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トは、哀れで、また堕落したカリを殺さなかった。王は情けぶかく微笑んでいる。哀れな者に

慈悲深い人物だったからである。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 ふつうのクシャトリヤでさえ、降参した敵は殺さないのですから、生まれつき心優しく、また

哀れな者に優しいマハーラージャ・パリークシットが同じことをするのは当たりまえです。パリ

ークシット王は微笑んでいました。それは、偽装していたカリが下等な人間であることを白状し

たからですが、また同時に、かつて自分が殺そうとした相手はその鋭い剣から逃れることができ

なかったのに、この哀れで下等なカリがじつにタイミングよく服従したことを皮肉なことと感じ

ていました。だからマハーラージャ・パリークシットの栄光と優しさは謳われるにふさわしいの

です。かれは心優しく、また哀れみ深い皇帝であり、敵であっても降参すれば受けいれる資質を

そなえていました。こうして、カリの権化は天の摂理によって救われたのでした。 

 

第第第第３１３１３１３１節節節節    
    

raJaaevac 
Na Tae Gau@ake-XaYaXaaeDara<aa& 
  bÖaÅle/vŒ >aYaMaiSTa ik-iÄTa( ) 
Na viTaRTaVYa& >avTaa k-QaÄNa 
  +ae}ae  MadqYae   TvMaDaMaRbNDau" )) 31 )) 

    

räjoväca 

na te guòäkeça-yaço-dharäëäà 

baddhäïjaler vai bhayam asti kiïcit 

na vartitavyaà bhavatä kathaïcana 

kñetre madéye tvam adharma-bandhuù 
    

 räjä uväca— 王 が 言 っ た ; na— 〜 で は な い ; te— あ な た の ; guòäkeça— ア ル ジ ュ ナ ; 

yaçaù-dharäëäm—その名声を受け継いだ私達の; baddha-aïjaleù—手を合わせている者; vai—

確か に ; bhayam—恐れる ; asti— 〜がある ; kiïcit— わずかでも ; na—どちらも〜ない ; 

vartitavyam—生きることが許される; bhavatä—あなたによって; kathaïcana—ぜひ; kñetre—そ

の場所で; madéye—私の王国で; tvam—あなた; adharma-bandhuù—無宗教の友。 
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 そこで王は答えた。「私たちはアルジュナの名声を受け継いでいる。ゆえに、手を合わせて

私に身をゆだねているおまえを殺すわけにはいかない。だが、私の王国に住むのは許さない。

おまえは無宗教の友人だからである」 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 あらゆる無宗教の友であるカリの権化は降参して許されましたが、どのような状況であって

も、福祉国家内ではどこであっても住むことは許されません。パーンダヴァ兄弟は、クルクシ

ェートラの戦いを起こした方である人格主神・主クリシュナに選ばれた代表者ですが、それは

かれら個人の興味のためだったわけではありません。主は、マハーラージャ・ユディシュティ

ラのような理想的な国王に、そしてマハーラージャ・パリークシットのような子孫に世界を治

めてほしいと思っていたのですから、マハーラージャ・パリークシットのような責任ある国王

は、パーンダヴァ兄弟のすばらしい名声を犠牲にしてまで、自分の王国内に無宗教の友人を住

まわせるわけにはいきませんでした。それが国内の堕落を一掃する方法であり、ほかに方法は

ありません。無宗教の友人は国内から抹殺しなくてはならず、そうすることで、国を堕落から

救うことができるのです。 

 

第第第第３２３２３２３２節節節節    
    

Tva& vTaRMaaNa& Nardevdehe‚ 
  ZvNauPa[v*taae_YaMaDaMaRPaUGa"     ) 
l/ae>aae_Na*Ta& caEYaRMaNaaYaRMa&hae 
  JYaeïa c MaaYaa k-l/hê dM>a" )) 32 )) 

    

tväà vartamänaà nara-deva-deheñv 

anupravåtto 'yam adharma-pügaù 

lobho 'nåtaà cauryam anäryam aàho 

jyeñöhä ca mäyä kalahaç ca dambhaù 
    

 tväm—あなた; vartamänam—存在する間; nara-deva—人としての神、あるいは王; deheñu—体

内に ; anupravåttaù—どこにでも起こる ; ayam—これらすべて ; adharma—無宗教の原則 ; 

pügaù—大衆の中に; lobhaù—貪欲; anåtam—虚偽; cauryam—強盗; anäryam—無礼な行為; 

aàhaù—背信行為 ; jyeñöhä—不運 ; ca—そして; mäyä—詐欺; kalahaù—口論 ; ca—そして ; 
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dambhaù—虚栄心。 
    

 もしもカリの権化・無宗教が、人が作った神、つまり国の代表者としてふるまうことが許さ

れでもしたら、貪欲、虚偽、強盗、無礼な行為、背信行為、不運、詐欺、口論、虚栄心など、

無宗教の原則がまちがいなく世にはびこることだろう。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 宗教原則、すなわち苦行・清潔さ・慈悲心・誠実さは、すでに話しあってきたように、ある

信念の従者たちが従うものです。ヒンドゥ教からイスラム教やキリスト教、あるいは他の信念

に改宗し、背教者呼ばわりされたあげく、宗教原則に従わなくなる必要はありません。バーガ

ヴァタが説く宗教は、宗教原則に従うことを強く勧めています。宗教の原則とは、ある種の教

義ではなく、特定の信念にもとづく決まり事でもありません。そのような決まりは時代や場所

で違うことがあります。大切なのは、宗教の目的をまっとうできたかを見きわめることにあり

ます。真の原則を得ることなくある教義や形式だけにしがみつくのは良くありません。宗教と

一線を画す国は特定の信念に偏ることはないかもしれませんが、国家とは、上記の宗教原則に

無関心であってはならないのです。しかしカリ時代に入ると、国の筆頭者たちは宗教原則から

離れるようになり、そのため、かれらに守られながら宗教原則に反する物事、たとえば貪欲、

虚偽、詐欺、盗みなどが自然に起こるようになり、これでは国内の堕落を防ごうと躍起になっ

てもなにも実りません。 

 

第第第第３３３３３３３３節節節節    
    

Na viTaRTaVYa& TadDaMaRbNDaae 
  DaMaeR<a SaTYaeNa c viTaRTaVYae ) 
b]øavTaeR Ya}a YaJaiNTa YajE‚ 
  YaRjeìr&   YajivTaaNaivja" )) 33 )) 

    

na vartitavyaà tad adharma-bandho 

dharmeëa satyena ca vartitavye 

brahmävarte yatra yajanti yajïair 

yajïeçvaraà yajïa-vitäna-vijïäù 
    

 na—〜ではない ; vartitavyam—留まる資格がある ; tat—ゆえに ; adharma—無宗教性 ; 



 35 

bandho—友人; dharmeëa—宗教と共に; satyena—真理と共に; ca—もまた; vartitavye—〜に位置

されて; brahma-ävarte—儀式が行なわれている場所; yatra—〜の場所; yajanti—正しく行なう; 

yajïaiù—儀式、あるいは献愛奉仕によって; yajïa-éçvaram—至高主、人格主神に; yajïa—儀式; 

vitäna—広がっている; vijïäù—熟練者達。 
    

 ゆえに、無宗教の仲間よ。おまえは、熟達者たちが最高人格主神の満足のために真理と宗教

原則にもとづいて儀式をする場所にいつづける資格はない。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 ヤゲーシュヴァラ（Yajïeçvara）・最高人格主神は、あらゆる種類の儀式の受益者です。

その儀式は時代に応じてさまざまな形式が定められています。言いかえると、儀式とは主の至

高性を受けいれ、そのことで主があらゆる面で満たされる活動をすること、と定義することが

できます。無神論者は神の存在を信じませんし、主を満足させる儀式などもしません。主の至

高性が認められ、儀式が行なわれている場所や国はどこでも、ブラフマーヴァルタ

（brahmävarta）と呼ばれています。世界各地にさまざまな国があり、どの国にも至高主を喜

ばせるための多種多様の儀式がありますが、主を喜ばせる核心は『シュリーマド・バーガヴァ

タム』で定められており、それが誠実さです。宗教の基本原則は誠実さであり、すべての宗教

の最終ゴールは主を満足させることにあります。カリ時代では、どの儀式にも共通するすばらし

い方法がサンキールタナ・ヤギャです。それが、ヤギャの方法をどう世に広めるかを知っている

熟練者の意見です。主チャイタンニャはこのヤギャの方法を説きましたが、この節からわかるこ

とは、サンキールタナ・ヤギャの儀式はどのような場所でも行なうことができ、カリの権化を追

いはらい、人間社会がこの時代の餌食にならないよう救うことができるという事実です。 

 

第第第第３４３４３４３４節節節節    
    

YaiSMaNa( hir>aRGavaiNaJYaMaaNa 
  wJYaaTMaMaUiTaRYaRJaTaa& Xa& TaNaaeiTa ) 
k-aMaaNaMaaegaaNa( iSQarJa(r)MaaNaa‚ 
  MaNTabRihvaRYauirvEz     AaTMaa )) 34 )) 

    

yasmin harir bhagavän ijyamäna 

ijyätma-mürtir yajatäà çaà tanoti 
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kämän amoghän sthira-jaìgamänäm 

antar bahir väyur ivaiña ätmä 
    

 yasmin—そのような供儀祭において; hariù—至高主; bhagavän—人格主神; ijyamänaù—崇拝

されて; ijya-ätma—崇拝される主宰神たちの中心的魂; mürtiù—その姿で; yajatäm—崇拝する

者達; çam—繁栄; tanoti—広がる; kämän—望み; amoghän—不可侵の; sthira-jaìgamänäm—動い

ているもの・動いていないものすべての; antaù—〜の中に; bahiù—外側; väyuù—空気; iva—〜

のように; eñaù—それらすべての; ätmä—精神的魂。 
    

 どのような儀式であろうと、たとえ半神が崇拝されることがあっても、崇拝の対象は至高

主・人格主神だけである。主こそがだれにとっても至高の魂で、空気の内にも外にも存在して

いるからである。ゆえに、崇拝する者に幸福をもたらしているのは主しかいない。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 インドラやチャンドラのような半神が崇拝され、かれらに供物が捧げられることもあります

が、儀式の報酬そのものは至高主から崇拝者に授けられるのであり、崇拝者に幸福をもたらす

ことができるのは主以外にだれもいません。半神は、たとえ崇拝されようとも、主の許可がな

ければなにもできない存在です。主が、動くもの・動かないものすべての至高の魂だからです。 

 『バガヴァッド・ギーター』（第９章・第23節）でも、次のシュローカがこのことを確証

しています。 

 

ye 'py anya-devatä-bhaktä 

yajante çraddhayänvitäù 

te 'pi mäm eva kaunteya 

yajanty avidhi-pürvakam 

 

 「クンティーの子よ。他の神々に儀式をするとしても、それはただわたしのためだけにある

のだが、正しく理解されないまま為されているのである」 

 至高主は絶対唯一――それが事実です。主以外に神はいません。ですから、至高主は未来永

劫にわたって物質創造界を超越しています。それでも、太陽、月、インドラなど、至高主の物

質的な代表者でしかない半神を崇拝する人たちがたくさんいます。半神は、至高主の間接的で、

主の質を表わす代表者です。しかし博識な学者や献愛者は、だれがだれかをよく知っています。
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ですから、至高主を直接崇拝し、物質的で質的代表者のほうにその思いを逸らすことはありま

せん。賢くない人だけが質的・物質的な代表者を崇拝するのですが、正しい規則にのっとって

いないため、非礼な崇拝と言えます。 

 

第第第第３５３５３５３５節節節節    
    

SaUTa ovac 
Parqi+aTaEvMaaidí"  Sa k-il/JaaRTavePaQau" ) 
TaMauÛTaaiSaMaahed& d<@Paai<aiMavaeÛTaMa( )) 35 )) 

    

süta uväca 

parékñitaivam ädiñöaù 

sa kalir jäta-vepathuù 

tam udyatäsim ähedaà 

daëòa-päëim ivodyatam 
    

 sütaù uväca—シュリー・スータ・ゴースヴァーミーが言った; parékñitä—マハーラージャ・パ

リークシットによって; evam—そのように; ädiñöaù—命じられて; saù—彼; kaliù—カリの権化; 

jäta—〜があった; vepathuù—震えている; tam—彼を; udyata—振り上げて; asim—剣; äha—言

った; idam—そのように; daëòa-päëim—死の権化、ヤマラージャ; iva—〜のように; udyatam—

ほとんど準備ができている。 
    

 シュリー・スータ・ゴースヴァーミーが言った。「このようにマハーラージャ・パリークシ

ットに命じられたカリの権化は、恐怖におののきはじめた。すぐにでも殺そうとするように立

ちはだかる王は、カリの目にヤマラージャのように見える。やがてカリは次のように話した」 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 パリークシット王は、命令に従わなければすぐにカリの権化を殺すつもりでいました。言う

ことを聞きさえすれば、命を奪うことはなかったのです。カリの権化も、いろいろと処罰をま

ぬがれようとはしたのですが、王に服従するしかないと心に決め、震えながら命ごいをしてい

ます。王、すなわち国の筆頭者は、カリの権化のまえでは死の権化・ヤマラージャのほどに強

く、毅然として向かわなくてはなりません。王の命令はどうあっても従わなくてなりませんし、

従えない犯罪者は命を失うしかありません。それがカリの権化という、市⺠の正常な生活を混

乱させるカリの権化を支配する方法です。 
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第第第第３６３６３６３６節節節節    
    

k-il/åvac 
Ya}a KvvaQa vTSYaaiMa SaavR>aaEMa TavajYaa ) 
l/+aYae  Ta}a  Ta}aaiPa  TvaMaataezuXaraSaNaMa( )) 36 )) 

    

kalir uväca 

yatra kva vätha vatsyämi 

särva-bhauma taväjïayä 

lakñaye tatra taträpi 

tväm ätteñu-çaräsanam 
    

 kaliù uväca—カリの権化が言った; yatra—どこにでも; kva—そしてどこでも; vä—どちらも; 

atha—それの; vatsyämi—私は住むだろう; särva-bhauma—地球の主人（皇帝）よ; tava—あなた

の; äjïayä—その命令によって; lakñaye—私は見る; tatra tatra—どこもかしこも; api—もまた; 

tväm—陛下よ; ätta—引き取られて; iñu—矢; çaräsanam—弓。 
    

 おお、陛下よ。あなた様のご命令でどこにでも住めるとしても、私の目に映るのはその弓と

矢しかありません。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 カリの権化はマハーラージャ・パリークシットが、全世界の全土の皇帝であることを目の当

たりにすることができ、そのため、自分がどこに住もうと、その威厳を漂わせる王に会わなく

てはなりませんでした。カリの権化は害だけをもたらし、またマハーラージャ・パリークシッ

トはそのような極悪非道な者たち、とくにカリの権化を懲らしめる存在でした。ですから、カ

リの権化は、別の場所で殺されるよりは、そこで王の手にかかって殺されたほうがよかったは

ずです。しかし結局はこの男も王に服従した魂だったのですから、必要なことをする立場にあ

ったのは王だったのです。 

 

第第第第３７３７３７３７節節節節    
    

TaNMae  DaMaR>a*Taa&  é[eï  SQaaNa& iNadeRíuMahRiSa ) 
Ya}aEv iNaYaTaae vTSYa AaiTaï&STae_NauXaaSaNaMa( )) 37 )) 
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tan me dharma-bhåtäà çreñöha 

sthänaà nirdeñöum arhasi 

yatraiva niyato vatsya 

ätiñöhaàs te 'nuçäsanam 
    

 tat—ゆえに ; me—私に; dharma-bhåtäm—宗教の全保護者の; çreñöha—おお、筆頭者よ ; 

sthänam—場所; nirdeñöum—定める; arhasi—あなたがそうしてくださるよう; yatra—〜の場所; 

eva—確かに; niyataù—いつも; vatsye—住むことができる; ätiñöhan—永遠に位置されて; te—あ

なたの; anuçäsanam—あなたの支配下で。 
    

 ですから、宗教の保護者のなかの第一人者よ。どうか私のためにどこか場所をお決めくださ

い。私があなた様の統治下で守られつついつまでも住むことができますように。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 カリの権化はマハーラージャ・パリークシットを宗教の保護者の筆頭者として話しかけてい

ます。パリークシット王は、降参した者を殺さない人物だったからです。服従した魂はなにが

あっても守られなくてはなりません。敵だとしても、です。それが宗教原則なのですから。な

らば私たちはかんたんに想像できます、敵ではなく献身的な召使いとして主に服従した人が人

格主神からどのような保護を授かるかを。主は身をゆだねた魂を、すべての罪から、罪の行な

いからはねかえってくる反動すべてから守るのです（『バガヴァッド・ギーター』 第18章・

第66節）。 

 

第第第第３８３８３８３８節節節節    
    

SaUTa ovac 
A>YaiQaRTaSTada TaSMaE SQaaNaaiNa k-l/Yae ddaE ) 
ÛUTa&  PaaNa&  iñYa"  SaUNaa  Ya}aaDaMaRêTauivRDa" )) 38 )) 

    

süta uväca 

abhyarthitas tadä tasmai 

sthänäni kalaye dadau 

dyütaà pänaà striyaù sünä 

yaträdharmaç catur-vidhaù 
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 sütaù uväca—スータ・ゴースヴァーミーが言った; abhyarthitaù—そのように嘆願されて; 

tadä—その時; tasmai—彼に; sthänäni—場所; kalaye—カリの権化に; dadau—彼に許可を与え

た; dyütam—賭博; pänam—飲酒; striyaù—女性との不義の交わり; sünä—動物の屠殺; yatra—

どこでも; adharmaù—罪な行ない; catuù-vidhaù—４種類の。 
    

 スータ・ゴースヴァーミーが言った。「そのように嘆願されたマハーラージャ・パリークシ

ットは、カリの権化に賭博、飲酒、売春、動物の殺害が行なわれている場所に住む許可を与え

た」 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 無宗教の基本原則である奢り、売春、陶酔、詐欺などは、宗教の４つの原則である苦行、清

潔さ、慈悲心、誠実さの高まりを妨害します。カリの権化は、王が特に挙げた４つの場所、す

なわち賭博の場所、売春の場所、飲酒の場所、動物屠殺の場所に住む許可を得ました。 

 シュリーラ・ジーヴァ・ゴースヴァーミーは、サウトゥラーマニー・ヤギャ（sauträmaëé 

-yajïa）のような経典の原則に反する飲酒、結婚していない女性とのつきあい、経典の教えに

反する動物殺害はすべて無宗教である、と説いています。ヴェーダには２種類の教えが、プラ

ヴリッタ（pravåtta）・物質的楽しみにふける者たち、ニヴリッタ（nivåtta）・物質的束縛か

ら解放されている者たちのために用意されています。プラヴリッタに対するヴェーダの教えは、

かれらを徐々に解放の道に導く活動を定めています。ですから、無知という最低の段階にいる

人たち、そして酒、女性、肉食にふけっている人々には、サウトゥラーマニー・ヤギャを執行

したうえで酒を飲み、結婚して女性と交わり、儀式をして肉を食べることが勧められることが

あります。ヴェーダ経典のような推薦は特定の人だけにあり、だれにも共通しているわけでは

ありません。しかしそれでも、特定の種類の人に向けられたヴェーダの教えですから、プラヴ

リッティの活動はアダルマ（adharma）ではありません。ある人にとっては食糧ではあって

も、別の人には毒であったりする。同じように、無知の様式の人への教えは、徳の様式にいる

人たちには毒になったりします。ですからシュリーラ・ジーヴァ・ゴースヴァーミー・プラブ

は、特定の段階にいる人々に向けられる経典の推薦は、アダルマ・無宗教ではない、と断言し

ています。しかし、ほんとうのアダルマの活動は勧められるべきではありません。経典の推奨

はアダルマを助⻑するのではなく、必要とされるアダルマを徐々にダルマの道に向ける制限な

のです。 

 国の筆頭者全員がマハーラージャ・パリークシットの足跡に従い、宗教原則である苦行・清

潔さ・慈悲心・誠実さが国内で確立されていること、無宗教の原則である奢り・女性との不義
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の関係や売春・陶酔・欺瞞があらゆる手段で禁じられていることを見きわめなくてはなりませ

ん。そして、不利な状況にあっても最善を尽くすためにも、カリの権化は賭博・飲酒・売春・

屠殺場、あるいはそのような場所に移さなくてはなりません。このような無宗教的な習慣にふ

けっている人々は、経典の教えをとおして矯正されます。どのような国であっても、かれらの

無宗教的慣習が助⻑されるべきではありません。言いかえれば、国はどのようなものでも賭

博・飲酒・売春・欺瞞を徹底的にやめさせる、ということです。大衆が堕落するのは止めたい

国は、以下のように宗教原則を紹介することができます。 

 1. 月に必ず２回の（時にはそれ以上の）絶食日に従う（苦行）。月に２回絶食することは経

済的な面から見ても、膨大な量の食糧の節約につながりますし、市⺠の健康面でもたいへん都

合のよいものです。 

 2. 24歳になった男性と16歳になった女性が伴侶となる場合、必ず結婚式をとおして結ばれな

くてはなりません。学校や大学での男女共学に関しては、男女が正しく結婚するのであれば問

題はありませんが、男性と女性の生徒が親密な関係になった場合、不義な関係を続けていくの

ではなく、適切に結婚しなくてはなりません。離婚は売春を助⻑するものですから、廃止すべ

きです。 

 3. 市⺠は収入の半分を、国内で、あるいは人間社会で個人的・全体的にも精神的環境を作り

だす目的で慈善をすべきです。そして『バガヴァッド・ギーター』の原則を布教しなくてはな

りません。その方法として、(a)カルマ・ヨーガ、すなわち主を満足させる活動、(b) 権威ある

人物あるいは悟った魂から『シュリーマド・バーガヴァタム』を定期的に聞くこと、 (c) 家

庭で、あるいは崇拝の場所で集まって主の栄光を唱えること、(d) 『シュリーマド・バーガヴ

ァタム』の布教に専心しているバーガヴァタにあらゆる奉仕をすること、そして(e) 神の意識

に満たされている環境がみなぎる場所に住むこと、が挙げられます。国がこのような方法で治

められれば、しぜんに、どの場所も神の意識で満たされるようになります。 

 賭博は、投機的ビジネス事業を含むどのような形であっても人を堕落させ、賭博が国内で助

⻑されるのであれば、誠実さは完全に姿を消していきます。先に挙げた年齢に達している若い

男女が未婚のままで生活すること、そしてどのような手段であっても動物の屠殺はすぐに禁止

しなくてはなりません。肉を食べる人たちは、上記の経典が⽰す手段をとおして食べることは

できますが、それ以外は許されません。また、喫煙や茶を飲むことをも含むあらゆる陶酔物も

禁止されるべきです。 
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第第第第３９３９３９３９節節節節    
    

PauNaê    YaacMaaNaaYa   JaaTaæPaMadaTPa[>au" ) 
TaTaae_Na*Ta& Mad& k-aMa& rJaae vEr& c PaÄMaMa( )) 39 )) 

    

punaç ca yäcamänäya 

jäta-rüpam adät prabhuù 

tato 'nåtaà madaà kämaà 

rajo vairaà ca païcamam 
    

 punaù—再び ; ca—もまた ; yäcamänäya—その物乞いに ; jäta-rüpam—⾦; adät—与えた ; 

prabhuù—王; tataù—それによって; anåtam—欺瞞; madam—陶酔; kämam—欲望; rajaù—激情

的な気持ちのために; vairam—敵意; ca—もまた; païcamam—５番目のもの。 
    

 カリ時代の権化はさらに別のなにかを要求していた。そこで王は、⾦があるところに住む許

可を与えた。⾦があるところには欺瞞、陶酔、欲望、嫉妬、敵意も同時に存在しているからで

ある。 
    

要旨要旨要旨要旨解説解説解説解説 

    

 マハーラージャ・パリークシットは、住む場所としてカリに４箇所を許しましたが、それで

もカリには厳しい条件だと言えます。マハーラージャ・パリークシットが統治しているかぎり、

そういう場所はなかったのですから。そこでカリは、かれの非道な目的が叶えられるような、

そしてまちがいなく自分が住めるところを頼んだのです。その願いに対してマハーラージャ・

パリークシットは、⾦があるところ、と許可します。⾦があるところには、上記の４つの物事、

さらに敵意も同時に存在するからです。こうしてカリの権化が⾦の基準になったのです。『シ

ュリーマド・バーガヴァタム』によると、⾦は欺瞞、陶酔、売春、嫉妬、敵意を増大させます。

⾦本位制、そして流通貨幣だとしても悪い制度と言わざるをえません。⾦本位貨幣制度は、額

面どおりの価値がないため欺瞞に支えられています。現実の⾦の価値を超えた価格で発行され

ているのですから、土台になっているのは欺瞞です。国という権威に支えられたこの不自然な

通過の膨張のために、経済はさらに悪用されます。商品価格は、ありもしない悪い⾦、すなわ

ち不自然な紙きれの貨幣のために不自然に高騰します。悪質な⾦が良質の⾦を排除するのです。

為替取引には紙幣ではなく、ほんとうの⾦貨が使われなくてはなりません、その結果、⾦の悪

用を止めることができます。女性を飾る⾦は、⾦の質ではなく、量の制限によって許されるべ
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きです。そうすれば、欲望、嫉妬、敵意を避けることができます。⾦貨という現実の⾦が流通

すれば、欺瞞や売春を作りだす⾦の影響は、おのずとなくなっていくものです。売春や欺瞞を

抑止しようとする省庁もいらなくなります。 

 

第第第第４０４０４０４０節節節節    
    

AMaUiNa PaÄ SQaaNaaiNa ùDaMaRPa[>av" k-il/" ) 
AaEtareYae<a  dtaaiNa NYavSaTa( TaiàdeXak*-Ta( )) 40 )) 

    

amüni païca sthänäni 

hy adharma-prabhavaù kaliù 

auttareyeëa dattäni 

nyavasat tan-nideça-kåt 
    

 amüni—それらすべて; païca—５つ; sthänäni—場所; hi—確かに; adharma—無宗教の原則; 

prabhavaù—助⻑している ; kaliù—カリの時代 ; auttareyeëa—ウッタラーの息子によって ; 

dattäni—救われた; nyavasat—住んだdwelt; tat—彼によって; nideça-kåt—指⽰されて。 
    

 このようにしてカリの権化は、ウッタラーの子であるマハーラージャ・パリークシットに指

⽰されて、これらの５箇所に住むことが許されたのである。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 このようにしてカリ時代は⾦を基準として始まりました。そのために欺瞞、陶酔、動物殺害、

売春が全世界にはびこり、思慮分別のある人々は世の堕落を食いとめようとしています。その

対抗策がここに述べられており、だれでもその方法を実践できます。 

 

第第第第４１４１４１４１節節節節    
    

AQaETaaiNa Na SaeveTa bu>aUzu" Pauåz" KvicTa( ) 
ivXaezTaae  DaMaRXaql/ae  raJaa l/aek-PaiTaGauRå" )) 41 )) 

    

athaitäni na seveta 

bubhüñuù puruñaù kvacit 
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viçeñato dharma-çélo 

räjä loka-patir guruù 
    

 atha—ゆえに; etäni—これらすべて; na—決して〜ない; seveta—接触する; bubhüñuù—幸福

を願っている者達; puruñaù—人; kvacit—どのような状況でも; viçeñataù—特に; dharma-çélaù—

解放の道を進んでいる者達; räjä—王; loka-patiù—公の指導者; guruù—ブラーフマナとサンニ

ャーシー。 
    

 ゆえに、確かな幸福を願う者はだれであろうと、とりわけ国王、宗教家、一般的な指導者、

ブラーフマナ、サンニャーシーは、このような無宗教の原則にかかわるべきではない。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 ブラーフマナはほかの階級の人々には教師、サンニャーシーはすべての階級と社会の地位の

精神指導者です。ですから、人々の物質的な幸せをまかせられた国王や市⺠の指導者も、やは

り精神指導者と言えます。精力的な宗教家や責任ある立場にいる人、あるいは価値ある人間生

活を無駄にしたくないと思う人々は、無宗教の原則、とくに女性との不義の関係を避けなくて

はなりません。誠実ではないブラーフマナは、「我こそはブラーフマナである」と主張する意

味も力もすぐに失います。サンニャーシーが女性と不義の関係を持てば、サンニャーシーであ

るとする主張もまやかしになります。同じように、国王や市⺠の指導者がおごり高ぶり、酒を

飲んだりたばこを吸ったりしているのであれば、市⺠を幸せに導くのに必要な資格を失います。

誠実さはすべての宗教の基本原則です。人間社会の４種類の指導者、すなわちサンニャーシー、

ブラーフマナ、王、市⺠の指導者は、それぞれの性格や資格にもとづいてしっかりと判断され

なくてはなりません。社会の精神指導者として、または物質指導者として受けいれられる以前

に、上記の性格の基準に照らして判断されなくてはなりません。そのような市⺠の指導者は学

術的な資質面では劣ったりするかもしれませんが、資格を台無しにする賭博、飲酒、売春、動

物殺害という穢れから離れていなくてはなりません。 

 

第第第第４２４２４２４２節節節節    
    

v*zSYa Naía&ñqNa( PaadaNa( TaPa" XaaEc& dYaaiMaiTa ) 
Pa[iTaSaNdDa  AaìaSYa  Mahq&  c  SaMavDaRYaTa( )) 42 )) 
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våñasya nañöäàs trén pädän 

tapaù çaucaà dayäm iti 

pratisandadha äçväsya 

mahéà ca samavardhayat 
    

 våñasya—雄牛（宗教の権化）の; nañöän—失われた; trén—３; pädän—足; tapaù—苦行; 

çaucam—清潔さ; dayäm—慈悲心; iti—このように; pratisandadhe—再確立される; äçväsya—激

励される活動によって; mahém—地球; ca—そして; samavardhayat—完璧に改善されて。 
    

 王はそのあと宗教の権化（雄牛）の失われた足をよみがえらせ、さまざまな活動を促進させ、

地球の環境を敢然に快復させた。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 マハーラージャ・パリークシットは、カリの権化に特定の場所を選びはしましたが、じつは

カリを騙しています。カリ、ダルマ（雄牛の姿）、地球（雌牛の姿）をまえにしてかれは自分

の王国がどういう状態にあるのかを把握しており、そのためすぐに適切な処置をとり、雄牛の

足、すなわち苦行・清潔さ・慈悲心を再生させました。そして世界中の人々が幸せになるよう、

⾦の保有を経済安定のために使われるのではないかと考えました。⾦は確かに欺瞞・陶酔・売

春・敵意・暴力の温床にはなりますが、正しい王や市⺠の指導者、またブラーフマナやサンニ

ャーシーに管理されれば、同じ⾦を、失われた雄牛の足や宗教の権化をよみがえらせるために

正しく使うことができます。 

 そのためマハーラージャ・パリークシットは、祖父のアルジュナのように、カリのために保

管されていた不正な⾦を集め、『シュリーマド・バーガヴァタム』が教えているように、サン

キールタナ・ヤギャのために使いました。すでに提案されているように、蓄積した富は３つの

部分、すなわち主への奉仕への50％、家族のための25％、自分個人の出費としての25％に分

けられます。主への奉仕、あるいはサンキールタナ・ヤギャをとおして社会に精神的知識を広

めるために使うのは、人類の慈悲を最大限に発揮していることになります。世界の人々は、精

神的知識について、とくに主への献愛奉仕についてはほとんどなにも知らないため、献愛奉仕

に関する系統的かつ超越的知識を広めることは、この世界で⽰すことのできる最大の慈悲です。

各自がこれまで蓄積した⾦の50％を犠牲にすることを教われば、まちがいなく、苦行・清潔

さ・慈悲心もおのずとよみがえり、こうして、宗教の権化が失った３本の足は自動的に再生さ

れます。充分な苦行・清潔さ・慈悲心・誠実さがあれば、自然に、⺟なる地球は心から満足し、
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カリが人間社会の機構に浸透する可能性はほとんどなくなります。 

 

第第第第４３−４４４３−４４４３−４４４３−４４節節節節    
    

Sa  Wz  WTaùRDYaaSTa AaSaNa& PaaiQaRvaeicTaMa( ) 
iPaTaaMaheNaaePaNYaSTa&    rajar<Ya&   iviv+aTaa )) 43 )) 
AaSTae_DauNaa Sa raJaizR" k-aErveNd]ié[YaaeçSaNa( ) 
GaJaaûYae   Maha>aaGaê§-vTas   b*hC^¥va" )) 44 )) 

    

sa eña etarhy adhyästa 

äsanaà pärthivocitam 

pitämahenopanyastaà 

räjïäraëyaà vivikñatä 
    

äste 'dhunä sa räjarñiù 

kauravendra-çriyollasan 

gajähvaye mahä-bhägaç 

cakravarté båhac-chraväù 
    

 saù— 彼 ; eñaù— こ れ ; etarhi— 現 在 ; adhyäste— 〜 を 治 め て い る ; äsanam— 王 座 ; 

pärthiva-ucitam—まさにふさわしい王; pitämahena—祖父によって; upanyastam—渡されて; 

räjïä—王によって; araëyam—森; vivikñatä—望んでいる; äste—そこにある; adhunä—現在; 

saù—それ; räja-åñiù—王達のなかの聖者; kaurava-indra—クルの王達の筆頭者; çriyä—栄光; 

ullasan—広がっている; gajähvaye—ハスティナープラで; mahä-bhägaù—もっとも幸運な者; 

cakravarté—その皇帝; båhat-çraväù—非常に名高い。 
    

 森に引きこもる決意をしたマハーラージャ・ユディシュティラからハスティナープラ王を譲

られたもっとも幸運なマハーラージャ・パリークシット皇帝は、クル王家の王たちの業績によ

って讃えられることで、いま世界を大成功のもとに治めている。 
    

要旨解要旨解要旨解要旨解説説説説 

    

 ナイミシャーラニャの聖者たちの⻑期間にわたる供儀祭は、マハーラージャ・パリークシッ

トが他界した直後に執行されています。この儀式は1,000年続けられることになっており、そ
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の初期には、主クリシュナの兄であるバラデーヴァの仲間たちがその儀場を訪れたとされてい

ます。ある権威者は、過去からの最短の時間差を⽰すためにこの節では現在時制が使われてい

ると、説明しています。その意味からすると、この現在時制はここではマハーラージャ・パリ

ークシットの統治にあてはまります。じっさいに継続していたのですから、現在時制を使うこ

とができます。マハーラージャ・パリークシットが定めた原則はいまでもあてはまるのであり、

権威者たちがその選択を決定しさえすれば人間社会全体は改善されます。私たちもマハーラー

ジャ・パリークシットがしたことをすれば、カリの権化によって導入された不道徳な行ないを

国から追いはらうことができます。パリークシット皇帝はカリの場所をいくつか用意しました

が、じっさいにはカリは世界のどこにもそのような場所を見つけることができませんでした。

マハーラージャ・パリークシットが賭博・飲酒・売春・動物殺害の場所が作られないよう厳し

く目を光らせていたからです。現代政治家は国を退廃させたくないと思っていますが、愚かな

かれらは、それをどう実行したらいいのかわかりません。賭博場、酒をはじめとする陶酔物を

出す店、売春宿、ホテルでの売春、映画館、自分を含むあらゆる取引の欺瞞を許可していると

いうのに、同時に国から退廃的な物事を追放したいと考えている――神の意識のない神の王国

を作りたいと思っているのです。この２つの矛盾を混在させられるというのでしょうか。国を

退廃から守りたいのであれば、まず宗教原則、すなわち苦行・清潔さ・慈悲心・誠実さを受け

いれる社会を組織するのが先決であり、その状況を正しく作りあげるには、まず賭博・飲酒・

売春・欺瞞の場所を封鎖しなくてはなりません。これらが『シュリーマド・バーガヴァタム』

の各ページから学ぶことのできる実践的な教えです。 

 

第第第第４５４５４５４５節節節節    
    

wTQaM>aUTaaNau>aavae_YaMai>aMaNYauSauTaae     Na*Pa" ) 
YaSYa Paal/YaTa" +aaE<aq& YaUYa& Sa}aaYa dqi+aTaa" )) 45 )) 

    

ittham-bhütänubhävo 'yam 

abhimanyu-suto nåpaù 

yasya pälayataù kñauëéà 

yüyaà saträya dékñitäù 
    

 ittham-bhüta—このように〜である; anubhävaù—経験; ayam—これの; abhimanyu-sutaù—ア

ビマンニュの子息; nåpaù—王; yasya—〜である者の; pälayataù—彼の支配のため; kñauëém—地

上で; yüyam—あなた達全員; saträya—儀式を執行することで; dékñitäù—始めた。 
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 アビマンニュのご子息、マハーラージャ・パリークシットはひじょうに経験豊かで、その卓

越した管理と保護の力があったからこそ、みなさんはこのような供儀祭が執行できるのである。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 ブラーフマナとサンニャーシーは社会の精神的発達に貢献できますが、いっぽうクシャトリ

ヤという管理者たちは人類社会の物質的な平和と繁栄に貢献します。どちらも、完全な平和に

なくてはならない柱であり、ゆえに、人類共通の幸福のためにも互いに完全に協力しあわなく

てはなりません。マハーラージャ・パリークシットはカリを自分の活動の場から追放できる経

験豊かな人物であり、その経験にもとづき、国が精神的啓発を受けいれられるよう築きました。

一般大衆に受けいれる気持ちがなければ、精神的啓発の必要性をかれらの心に植えつけること

は困難です。苦行・清潔さ・慈悲心・誠実さという宗教の基本原則は、精神的知識の発達を受

けいれる礎を築いてくれるものであり、マハーラージャ・パリークシットはそのための有利な

環境を用意しました。だからこそ、ナイミシャーラニャのリシたちは1,000年にわたる供儀祭

を執行することができたのです。言いかえれば、国が支えてくれなければ哲学教義や宗教原則

は正しく高められないということです。この共通の善のためにブラーフマナとクシャトリヤは

完全に協力しあうべきです。マハーラージャ・アショカの時代にまでさえ、同じ精神は世に浸

透していました。主仏陀はアショカ王に充分に守られていましたし、だからこそ主が説いた特

定の教えが全世界に広がっていったのです。 

 

これで、バクティヴェーダンタによる『シュリーマド・バーガヴァタム』、第１編・第 1７章、

「カリに対する処罰と報い」の要旨解説を終了します。 


